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砂行1号古墳出土鏡

砂行大溝遺物出土状況
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序

濃尾平野の母なる清流長良川は、大日ケ岳に源を発し、奥美濃の山系から流

れ出る小河川を集めて南下します。そして、平野部が広がり出す中流域で大河

川の様相をみせはじめます。砂行遺跡は、この長良川中流域の関市下有知地区

に位置し、丘陵上の南急斜面に立地しています。

この地区は砂行古窯跡などの発掘調査により、従来から周知の遺跡として知

られていましたが、この度「関テクノハイランド」開発事業に伴う発掘調査に

よって、縄文時代から奈良時代にかけての広い時代幅を有する遺跡の全貌が明

らかになってきました。

なかでも今回の発掘調査によって出土した弥生時代最終末の在地系土器群

は、この時代の生活復元に益するところが多いと考えられます。また、銅鏡が

出土した砂行1号古墳は、この地域における首長墓を考える上で貴重であり、

同古墳との関連が指摘される大溝は水辺の祭示Bを物語るものとなりました。さ

らに、焼失家屋からは方格規矩四神鏡の小破片を使用したペンダントが出土し

ました。県内でも古い部類に入る火葬墓も、墓制の変遷を考える上で貴重な資

料になるといえます。

今後、この報告が、これまでの成果と併せて弥生時代末から古墳時代後期の

研究を一層深めるための礎となることを願ってやみません。幸いにも、この地

方の首長墓である砂行1号古墳は、関係者の尽力によって整備保存されること

となりました。今後も郷土の発展を見守ってくれることでしょう。

最後になりましたが、発掘調査及び整理作業、報告書作成に際して終始温か

いご指導、ご助言をいただいた諸関係機関ならびに関係各位に深く感謝いたし

ます。また、多大なるご協力をいただいた地元の方々に厚くお礼申し上げます。

平成12年12月

財団法人岐阜県文化財保護センター

理事長服部卓郎



例 言

1本書は岐阜県関市下有知に所在する砂行遺跡（21205-07253）・砂行古墳群（21205-

08837～08842,09248.09249）・砂行火葬墓(21205-08843)の発掘調査報告書である。

2本調査は関テクノハイランド開発事業に伴うもので、岐阜県土地開発公社から岐阜県教育委員会

が委託を受けた。発掘調査は財団法人岐阜県文化財保護センターが実施した。

3発掘調査は、八賀晋三重大学名誉教授の指導のもとに、平成8．9年度に実施した。

4本書の執筆分担は目次に示した。また、編集は成瀬が行った。

5遺物の写真撮影は、フォトスタジオサトウに委託して行った。

6地形測量・空中写真測量は国際航業株式会社に委託して行った。

7住居跡出土の炭化材の樹種同定・砂行大溝埋土の花粉分析・住居跡（SBAO8・SBEO1）焼土の熱

残留磁化測定･住居跡出土土器の胎土分析･銅鏡の蛍光X線分析は（株）パレオ・ラボに、砂行大溝

出土の木製品の樹種同定は（株）吉田生物研究所に委託して行った。

8発掘調査及び報告書の作成にあたって次の方々や諸機関からご指導．ご協力を賜りました。記し

て感謝の意を表します。

赤淫徳明・赤塚次郎・井川祥子・石川日出志・石黒立人・伊藤秋男・伊庭功・岩本崇

上原真人・内堀信雄・大熊茂弘・尾野善裕・加納俊介・川部誠・清田善樹・黒崎直

香藤基生・坂井秀弥・佐藤信・佐藤由紀男・篠原英政・城ヶ谷和広・鈴木元・高木宏和

高島英之・田崎博之・田中弘志・戸崎憲一・長瀬治義・中井正幸・中蔦茂・中村友博

永井宏幸・野口哲也・早川万年・平川南・深津芳樹・宮島義和・吉田英敏・渡辺博人

渡辺誠

愛知県教育サービスセンター（財）愛知県埋蔵文化財センター・東京国立文化財研究所・関市教

育委員会・関市下有知地区連合自治会・奈良国立文化財研究所

9調査区に使用した座標は、国士座標ⅥI系に基づくものである。

10士層及び土器類の色調は、小川正忠・竹原秀雄1993『新版標準土色帖』日本色研事業株式会社
による。

11出土遺物の実測図の縮尺は、石器は2／3．1／2．1／4、土器・木製品・金属製品は原則として
1／3である。

12遺構の略号は、下記のものを用いた。

柵列………SA住居………SB溝……･･…･SD井泉………SE

掘立柱建物SH士坑………SK柱穴・小穴…P水田………ST

13遺構番号は、原則として発掘調査時のものを用いた。住居跡・溝・士坑は区ごとに01番から、遺

構内の士坑・柱穴・小穴は遺構ごとに1番から付した。古墳は全区を通して通番とした。略号は例

えばA区の1号住居跡は「SBA01｣、D区の1号溝は「SDD01」とした。

14遺物番号は、遺構を優先して住居跡→大溝→古墳→火葬墓→包含層の順に付した。その際、石器

を1番から、土器を1001番から、木製品を2001番から、金属製品を3001番から付した。

15調査記録及び出土品は、財団法人岐阜県文化財保護センターで保管している。
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第1節調査に至る経緯I

第1章調査の概要

第1節調査に至る経緯

昭和62年、関市下有知地区に関テクノハイランドの造成が計画された。造成予定地内には、当初砂

行古窯跡と滅失したとされる砂行遺跡（後述する砂行遺跡E区）及び桜ノ木洞遺跡の一部の存在が知

られるのみであった。周知の砂行占窯跡については、平成6年度に関市教育委貝会によって発掘調査

が行われたが陸')、その他の予定地内にも古墳や窯跡などの存在が予想される筒所があるとの関市教育

委員会の助言のもと、平成6年度に関市教育委貝会、岐阜県教育委貝会及び当センターが造成地内全

域の分布調査を行った。その結果、61カ所で遺跡が存在する可能性があり、試掘確認調査を要するこ

とがわかった。そのうち11カ所については緑地帯として保存される区域であり、平成7．8年度に合

計50カ所の試掘確認調査を行うこととなった。

試掘確認調査の結果、本稿で崎報告する砂行遺跡の他、槌ノ木洞遺跡・大平前遺跡・南青柳遺跡．深

橋前遺跡の5地点が遺跡として確認されるに至った注2)。

砂行遺跡の試掘確認調査は、前述した50カ所の内の4カ所で行った。後に、①砂行大溝、②砂行1

号古墳、③A区住居跡群、④C区住居跡群となる4地点で、トレンチを表土から人力で平面的に掘削

して遺構・遺物を確認する方法を採り、必要に応じてトレンチの増設を行った（図1)。

①では、上層に中dl;水田遺構が、下層に須恵器・土師器・弥生土器を多量に包含する大溝が存在す

ることを確認した。②では、古墳の葺石と墳丘の盛り土を確認し、直径20m前後の古墳が存在するこ

とが判明した。③．④では住居跡(SBA01)と弥生土器・土師器の良好な包含層の存在を確かめた。

また、試掘確認調査の際に地権者から聞き取り調査を行った結果､石室の石材が露出した後期古墳(砂

行2号古墳）が存在することが判明した。試掘確認調査に入る前の「砂行遺跡」は、後述する砂行遺

跡E区を範囲としたが、試掘確認調査の結果、広域にわたることがわかり、旧「砂行遺跡」の範囲を

拡大して同名称を用いることにした。

以上の試掘確認調査の結果に基づいて遺跡の範囲を確定し、岐阜県教育委員会及び事業者と協議し

た結果、後述する発掘調査の範囲と期間を設定して、（財)岐阜県文化財保護センターが岐阜県教育委

員会の委託を受け、平成9年2月24日から発掘調査を実施した。
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図1砂行遺跡試掘確認調査地点図(1/2000)
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第2節発掘調査の総過と方法5

第2節発掘調査の経過と方法

1調査期間

平成9年2月24日～平成10年3^12日

2グリッド設定方法（図3）

調査開始前に行った地形測量終了後、磁北を基準として5m×5mのグリッドを設定した。グリッ

ドの名称は、当地区が開発区域の北西端であり北と西には将来調査区が広がらないことから、北から

l有に向かってA～Z行、西から東に|向lかってl～53列とした。

3調査区の設定（図4）

本遺跡は調査対象面積が広域なため、調査Kを便宜上A区～E区の5区に区分した。この調査区名

は、本報告書においても住居跡番号など遺構の名称として一部踏襲している。

5つの区分けは、主として地形・遺構の種類によって束から順番に行った。各区の立地及び区分け

は以下の通りで､ある。

A区：本遺跡の束寄り約1／3の調査区で南向きの斜面。砂行古窯に隣接する。

B区：本遺跡の北中央の古墳（砂ｲfl号古墳）を'I』心とする尾根頂部。グリッドはI行以北、30'yi|

以東でA・C区と区分した。

C区：本遺跡のほぼ「|'央でB区から南西に派生する尾根。A区との境は当初谷の底部としたが、住

居跡検出後に一つの遺構がIlllj区にまたがらないようにグリッドに基づいて再区分した。そのた

めA区との境はmaが生じる。

D区:C区の両で、南西に|白lかって開放する谷。C区との区分は、過去の耕地整理時に削りとられ

た崖及びグリッドに基づいて行った。

Elﾒ:：本遺跡の北西でB区から内に派生する尾根。なお、BⅨとの間は遺跡である可能性が極めて

高いが、緑地帯として保存される区域であり調査は行っていない。
9 13 17212 5 2 9 3 3 3 7 4 1 4 5 4 9 5 3 5 7 61
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図4砂行遺跡調査区区割り図
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4調査対象面積

15,800rrf

5 調 査 の 経 過（表1

平成9年2月に、業者委託によって調査区の現況地形測量及びグリッド杭の設定を行い、表土掘削

作業に入った。表土の掘削は、原則として尾根上を人力で、谷部(A区．C区の一部とD区．E区の

全面）は重機を用いて行った。人力による表土掘削は全体の約60％と広く、包含層の掘削・遺構の検

出作業と並行させた。

主要な遺構の調査経過は、表lのとおりである。

6

表1砂行遺跡発掘調査経過表

年度

包含層の掘削

住居跡検出（A・C．E区）

住居跡掘削（A・C．E区）

大溝掘削D区）

中世水田の掘削(D区）

1号古墳の墳丘面検出・実測

1号-古墳の主体部調査

2号古墳の調査

3号古墳の調査

4号古墳の調査

5号古墳の調査

その他の古墳の調査

火葬墓の調査

遺構の断割り調査

空中写真測量(計4回）

8年度

2 3 4

■■■

I■■■■■■■■

5 6 7

■■■■■■■■■

■■■■

■■■■■■■■■■

■■■■■■■

9 年度

8 9 10 11 12 1 2 3

■■■■■■■■■

■ ■ ■

■■■

■■■■■■■■■■

■■|■■■■■■■ ■■■

■■■ ■|■■■■■■■■ ■■■■■|■■■■

|■■■

■■■■

ﾛ■■■■■■■■■

■■■■■■ ■■■■■■

■■■

① ② ③ ④

主要な遺構の調査経過と方法

住居跡の調査の経過と方法

．C区の谷部分で流土の堆積が厚く、

(1)

AA・C区の谷部分で流土の堆積が厚く、またE区は試掘確認調査によって遺構面までが現代の整地

土及び耕作土であることが確かめられており、その部分の表土の除去は重機を用いた。その他の地区

は孟宗竹が繁茂していること、遺構面までが浅いことから人力で行った。

グリッド境のアゼは、住居跡のフ･ランが検出されるまで基本的に残し、住居跡にかかるものについ

ては極力記録を残した。

住居跡の掘削は、主軸設定とともに四分割して四分法を原則とした。ただし、急斜面に立地する住
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居の多くは谷側の1/2前後が崩落しており、四分法を用いないものもあった。また、切り合い関係の

明白な住居跡については、切り合いを立面で記録するため変則的な分割を行った。

住居跡内の土坑・小穴は、空中写真測量と写真撮影の効果を出すために約5cmを掘り下げた。その

後断面の記録をとるため住居跡の主軸や並びを意識して半裁した。

遺構の実測は、全面を1/50の縮尺で空中写真測量を行い、加えてより詳細を期すため1/20の縮尺で

平面図・断面図（立面図）を手測りで行った。

遺物の取り上げは、包含層の段階では層位とグリッド名の記録を原則とし、住居跡のう°ランが検出

された後はサイトシステム(II)を用いた。また、床面に密着する状況で検出されたものについては、

1/10の縮尺で記録を残した後にサイトシステムで取り上げた。

炭化材が認められるものは、実測後サンフ。ルを採取し、一部を科学分析（樹種鑑定）した。

(2)D区及び大溝の調査の経過と方法

現代の整地土・水田耕作士及びため池堤などの改変が甚だし〈、それらを除去するのに重機を用い

た。また、湧水が激し<c区との境と調査区南端に排水溝を掘った。なお、E区との境は、隣接する

工場が井戸水を利用しているため、その枯渇を防ぐ目的であえて排水溝の掘削は行わなかった。

試掘によって中世水田面を確認していたため、重機掘削は現代水田の敷き士までとした。中世水田

の検出・掘削後は、サイトシステムで記録を残し耕作土は人力で掘削して大溝(SDD01のう°ランを

検出した。

調査の便宜上、大溝の上流部から「砂行大溝A～F区」としてほぼ10m間隔で区を設定するととも

に、各区の境に士層観察用のアゼを残して埋士の掘削を行った。なお、大溝う。ランの検出後、最上流

部（湧水点）がD区の調査区外に広がることがわかり、砂行大溝A区の上流部で湧水点までを大溝N

区として補設した。

大溝埋士の掘削は上記の各区で層ごとに行い、遺物の取り上げは各区で層ごとに溝の西岸(W）・中

央（C）・東岸(E)に分けて行った。なお、土器に関しては、小破片で多量に出土したことや湧水が

激しく軟弱な場であったことから基本的にサイトシステムを用いていないが、須恵器・木製品の多く

は祭而Bとの関わりを考慮してサイトシステムで取り上げた。また、木製品は念のためその出土状況を

手測りで行った。

遺構の実測は、全面を1/50の縮尺で空中写真測量を行い、湧水点付近の石材の散布する区域（大溝

N区）については詳細を期すため1／20の縮尺で手測りで行った。

大溝の埋土は層位的に良好な遺存状態であったため、砂行遺跡の環境復元（植生復元）に適してい

ると考え、また住居跡の炭化材樹種との関連を期待して花粉分析を行った。

（3）砂行1号古墳の調査の経過と方法

墳丘の表土の除去は、すべて人力で行った。頂部を除く墳丘面には葺石があり、崩落した石材と元

の位置を保つものとの区分が困難で、検出し清掃しては除去するといった作業を繰り返し行うことと

なった。

主体部は当初から石材を用いたものではないと考え、主体部掘り方の検出後主軸及び士層観察用の

アゼを設けて掘削した。掘削の途中で､主体部掘り方と考えていたものは盗掘坑であることがわかり、

木棺痕跡などの埋葬施設は破壊されていることが判明した。
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墳丘と主体部（盗掘坑）の状況を立面的に観察するため、主体部で設定した主軸をもとに十字に断

割りトレンチを岩盤が露出する深さに墳丘裾まで入れた。断割りトレンチの幅は古墳の保存整備の可

能性が浮上したため極力おさえ、50cmとした。また、墳丘内及び墳丘下の遺構の有無を確認するため、

古墳頂部を中心に4本のサブトレンチを入れた。その結果、墳頂部に第2の主体部があることがわか

り、この第2主体部の調査とともに他の埋葬施設の有無を確認するため、頂部平坦面を再精査した。

遺構の実測は、墳丘平面を1／20の縮尺で空中写真測量を行い、墳丘立面は葺石の遺存状態の良好な

西面のみを同じく1／20の縮尺で空中写真測量を行い､その粗図をもとに現場で調査員が再実測して校

正した。主体部は1/10の縮尺、墳丘断面は1/20の縮尺で手測りで行った。

（4）後期古墳群の調査の経過と方法

砂行2号古墳は試掘時に石材の露出が認められ、表土掘削時から石室主軸をもとめて十字に軸を設

定して土層観察用のアゼとした。この軸は、調査終了時まで生かした。砂行3号古墳は試掘によって

周溝のみを確認し、本調査ではボーリング棒で石室の位置と方位を推定して主軸を設定した。この2

基の古墳は軸設定後、墳丘面の検出・周溝の掘肖リ・主体部の掘削・主体部の断割りの手順で調査を進

めた。

砂行4．5．7．8号古墳は、住居跡検出作業時に確認されたため計画的な調査にならなかった。

石材が露呈した後の記録のみの調査となった。

遺構の実測は、平面を1/50の縮尺で空中写真測量を行って墳丘・周溝の平面図とするとともに遺跡

内での位置を確定する資料とし、加えて原則として1/10の縮尺で石室平面．立面．断割り断面を手測

りで行った。

遺物の取り上げは、出土状況を遺構図に追加するとともにサイトシステムで行った。

（5）砂行火葬墓の調査の経過と方法

砂行火葬墓は、住居跡検出作業のための表土掘削時に確認され、上部構造は不明である。掘り方の

う。ランを検出後、蔵骨器中央を通りなおかつ掘り方を四分割するよう十字に軸を設けて掘削した。

遺構の実測は、1/5の縮尺で平面・立面及び断面を手測りで行った。

蔵骨器内の火葬人骨は、エチルアルコールで洗浄しながら取り上げた。

なお、上記の主要遺構の写真の記録は、空中写真測量時にラジコンヘリによる撮影（4回）・高所作

業車を利用した撮影（2回）・脚立を利用した撮影（適宜）・地上からの撮影（適宜）によって行った。

7遺跡・遺物の公開・広報

平成10年1月23日に記者発表を行い、翌24日に現地において現地説明会を開催し180名の参加をみ

た。また、銅鏡(SBE01住居跡出土破鏡・砂行1号古墳出土鏡）の記者発表を平成10年7月7日に行

い、同年7月18日に「岐阜県新発見考古速報」において砂行遺跡の概要説明とともに展示を行った。

また、平成11年1月13日～31日に開催した「発掘速報展いにしえの飛騨と美濃」において主要な遺

物の展示と解説を行った。平成11年10月5日～11月23日には「特別展水と祭り」が岐阜県博物館で開

催され、砂行大溝出土の祭而B遺物を展示した。
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8遺物・調査記録の整理作業

平成10-11年度の2カ年に渡り、出土遺物･調査記録の整理作業を行った。作業の基本的な流れは、

以下のとおりである。

遺物の洗浄→土器の硬化剤処理→遺物の注記→土器の接合→遺物の実測・観察表の作成→

遺構・遺物実測図の製図→遺物の写真撮影→図版作成→遺物・実測図の収納・保管

なお、本報告書の本文の執筆は上記の作業と並行し、金属製品・木製品などの保存処理・科学分析

は適宜行った。

9発掘調査及び整理作業の体制は以下のとおりである。

［(財）岐阜県文化財保護センター調査部］

臼井進（平成8年度)、山元敏治（平成9～11年度）

小木曽文和（平成8年度)、高橋幸仁（平成9～11年度）

市原輝明（平成8～9年度)、飯沼暢康（平成10～11年度）

市原輝明(平成8～9年度)、富田雅之(平成9年度)、岡田吉孝(平成8～9年度)、

藤岡比呂志(平成9年度)、村瀬泰啓(平成8～9年度)、成瀬正勝(平成8～11年

度)、松岡千年（平成9年度)、高屋嘉文（平成10年度)、鈴木隆雄（平成11年度）

伊藤聡（平成9年度）

杉原麻記（補助調査員）

安宅邦子、鐙家徳芳、飯尾かをる、池田一男、石木徳江、石木冨士子

五十川港、伊藤守、井上実、今井長次郎、今井つきゑ、岩田稔、宇野京子

遠藤薫、大角孝子、太田美代治、奥田しげ子、奥田美代子、小野島埠

織部勝美、片桐かなえ、片桐小夜子、片桐とき江、亀山富士子、河合真至

河合多美子、川崎安幸、川角ひとみ、冠者美作、北川政子、熊淫喜三郎

神山春夫、輿道子、後藤慶治、後藤謙、後藤友幸、後藤貢、桜井和子

佐藤和江、佐藤鋼二郎、柴田竜彦、下野昌江、杉山陽子、高井美和子、高井譲

高井芳枝、高岡良夫、高橋妙子、多田千恵子、田中さと子、千田明子

塚原ｲ'参二、辻真弓、富田レイ子、長沢秋雄、中島公一、中島満澄、中根友明

中野青平、中村光嗣、（故）丹羽輝美、林重夫、樋口百合子、平川節雄

平田アヤ子、平田鐘次、平光進、広田徳子、藤崎工、藤原守、古田真佐代

古田八千代、堀田煙子、松岡喜美子、松田義博、三島彰、森三四子、森許良

矢崎久子、薮下烈、山田三郎、山田たつ子、横山六平、吉田隆男、吉田津多子

家岡久美、今津理、大塚道子、春日井典子、木下晴代、後藤悦子、坂井田友美

西村紗智、丹羽香、林浩美、村瀬俊哉、山口百合子、山田弘子、渡漫泉

調査部長

調査部次長

担当調査課長

担当調査員

調査員（研修）

発掘作業従事者

整理作業従事者

(｢第1章」のみ）

篠原英政19961１
１

注
１
２

篠原英政1996『砂行古窯』関市文化財調査報告第20号、関市教育委員会

関テクノハイランド開発予定地における試掘確認調査の経過については、堀正人2000『桧ノ木洞遺跡』

((財）岐阜県文化財保護センター）を参照。
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第2章遺跡の立地と環境

第1節遺跡周辺の立地・環境

砂行遺跡は、長良川を西に望む関市下有知字砂行にある。郡上郡方面から続く山地は南へ向かうに

つれ高度を減じ丘陵化してくるが、下有知地区はその南端付近に位置する。そして、この遺跡は丘陵

の南向き斜面および尾根に挟まれた谷を中心に立地している。この辺りは、地質時代の第三紀の活動

に伴う土地の隆起によってできた砂岩およびチャート質の岩盤と、古長良川が上流から運んだ砂喫の

層からなる。遺跡周辺は、丘陵地の尾根と放射状に刻まれた谷からなっており、この谷に丘陵から流

れ込んだ土砂と、古長良川が運んだ砂喫が堆積して谷底平野が形成されている。その結果、遺跡の下

層にはチャートの磯が多く含まれている。遺跡の南方は丘陵を隔てて一面の水田地帯が展開している

が、条里割もかつてみられたことから考えると、水田とするための土地条件は悪くなく、開発の歴史

も古いところである。

古長良川はその後河床を低下させて現在の流路を形成したが、その河床の低下の過程は河岸段丘の

姿に残されている。遺跡の西方数百mのところに河岸段丘の縁を示す段丘崖があり、国道156号線はそ

の崖を昇降して通過している。なお、段丘面の崖に沿って南北に古い集落がみられるが、これは東に

広がる水田地帯に比べるとやや高燥地を呈しているので、水田には向かないが排水は良いので集落が

成立したといえる。因みに、集落の中にある農地は畑地となっている。

第2節周辺の遺跡

砂行遺跡のある関市域は、古くから人間の営みのあったことが明らかにされている。旧石器時代の

遺跡は12カ所が知られており、大きく次の4群に分けられる。長良川と津保川によって形成された段

丘に立地する西部の竹之越･松原・巾・赤土坂遺跡の一群、津保川による段丘に位置する東部の唐鋤・

平井・野田遺跡の一群、長良川による段丘に位置する山王・向中野・松ヶ洞遺跡の一群という北部3

群と、関市域中心部の安桜山東麓に位置する日吉神社遺跡の一群である。

縄文時代の遺跡は29カ所確認されている｡遺跡の立地は､旧石器時代の遺跡をほぼ踏襲する形をとっ

ており、長良川流域の右岸および左岸に展開する河岸段丘および山麓斜面の遺跡群、長良川の支流の

津保川の流域に形成された河岸段丘の遺跡群、関市中心部の山麓から北部谷底平野周辺の遺跡群とい

う3地域に大別される。縄文時代早期に営まれた遺跡には、長良川下流の干疋地区右岸に位置する塚

原遺跡、左岸小屋名地区にある松原遺跡、関市の東北部に当たる神野地区で津保川が蛇行して谷底平

野を形成する周辺の山麓の神野遺跡などがあげられ、なかでも、押型文士器が出土した塚原遺跡は早

期前半に位置するものとされる。前期の遺跡としては、前述の松原遺跡、前期前半の木島式や前期後

半の北白川下層式、十三菩提式土器が出土した岩利ヶ洞遺跡がある。中期の遺跡には、中央の広場を

囲むようにして円形に配置された掘立柱建物と、その外側に竪穴住居が配置された塚原遺跡の遺構・

遺物が代表的であり、後．晩期の遺跡には、出土した土器から後期に最も栄えたと考えられる松原遺

跡、下有知の向山の南斜面に位置する山王遺跡があげられる。
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弥生時代を迎えると、河岸低湿地を多く有する関市域は水稲耕作を営むのに好都合な土地となった。

未だ水田の発掘例はないが、大杉遺跡からは石庖丁が出土しており、この地方における水稲耕作を裏

付ける資料となっている。また、樫王式土器が出土した重竹遺跡A地点と遠賀川系の妻の口縁部分が

出土した松ヶ洞遺跡、および南青柳遺跡の3遺跡では住居跡が確認されている。

続く古墳時代には数多くの古墳が造られ、現在でも169基の古墳を確認することができる。単独で存

在するものは29基、群集墳として存在するものは21カ所に140基である。これらの分布は、下有知･池

尻・干疋・広見など市域の西部に集中するが、長良川右岸の干疋・池尻･広見地区は、半径3キロメー

トルの中に106基が存在し、関市全体の60%を超えている。中でも干疋地区にある前期古墳を有する陽

徳寺裏山古墳群および後期古墳の塚原古墳群はこの地域の代表的古墳とされる。その他、関市域には

集中的に方墳が分布するが、その背景には、古代を通じて武義郡の有力豪族であったムケツ氏の存在

がうかがわれる。この時代の集落跡には、3世紀後葉の住居跡が発見ざれS字状口縁台付萎が出土し

た重竹遺跡A地点および松原遺跡があげられ、砂行遺跡に隣接する檀ノ木洞遺跡では5世紀後葉の住

居跡が発見されている。

その後、ムケツ氏は在地豪族としての立場を高めていく。壬申の乱における身毛君広の功は、『続日

本記』に天武天皇から封80戸、功田8町を賜るとあるように、その範囲は当時の有知郷および跡部郷

を含むと思われることから、この砂行付近の班田も含まれていたものと,思われる。そして、白鳳時代

にはムケツー族の氏寺としての弥勤寺を造営するに至るのである。この時代の集落跡として、市域の

西に広がる平地部の重竹遺跡（～室町)、松ケ洞遺跡などの集落遺跡が点在する。

平安時代に入ってもムケツ氏の支配は続き、郡簡推定地とされる弥勅寺束遺跡と長良川をはさんで

対岸に位置する重竹遺跡B地点は、この時代においては県内でも有数の集落跡となっている。ムケツ

氏の本拠地がこの近辺にあったことが想定される。また、桜ノ木洞遺跡では丘陵の南斜面に立地する

集落跡が発見されている。また、桧ノ木洞古窯が隣接する。その周辺には池之洞・田之洞・末洞など

の古窯が分布する。さらに、『和名抄』の有知郷の存在や、下有知の神光寺（真言宗）の建立、『美濃

国神明帳』の下有知大宮明神や、下有知御厨（伊勢神宮領）の設置など、この地方の繁栄を物語るも

のは枚挙に暇がない。
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｜張I士地理院発行1:25000地形|州

3.[6j中野遺跡4．弥靭寺束遺跡5．lil王遺跡6．重竹遺跡

、桜ノ木洞遺跡9．末11遺跡10.Sr肖柳遺跡

,1,瀬方墳13．御前塚tsm14.未11占窯跡15.池之洞古窯跡

砂行遺跡2．H吉神社遺跡

松ヶ洞遺跡・松ケル1古墳8

弥勅寺跡・弥勅寺古墳12.
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図 5周辺の遺跡分布図
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第3章基本層序と遺構・遺物の概要

第1節基本層序（図6．7）

砂行遺跡における層序は、試掘・確認調査の結果をもとに、基本的に以下のように区分して調査を

進めた。大きく上層から下層の順番にI～VIの6層に分層した。

I層：調査前の地表を覆う表土で、腐葉土・昭和50年代の耕地整理に伴う整地士．現代耕作土を一括

した。

II層：斜面部分では、尾根上部の砂岩基盤が風化．浸食によって斜面裾部に向かって流れ、堆積した

砂質の流土層である。従って斜面の下部ほど厚く堆積し、最大80cmを測る。土色は、起源となる

岩盤の色調によって異なり、明褐色または黄褐色を呈する。低地部分では近世水田耕作土または

現代水田耕作土の敷き土をさす。

両者とも近世の遺物を包含し、主として近世に形成された層と判断した。尾根上部における大

規模な岩盤の風化・浸食は、近世以降の現象と推定される。

IⅡ層：斜面部分では、尾根頂部付近ではおそらくII層形成期に浸食を受けたと考えられ堆積が認めら

れず、11層と同様斜面下部に堆積する傾向にある。しかし、斜面裾部でも層の厚さは20cm以内に

とどまり、ほぼ均一な厚さで堆積することから比較的安定した層といえる。土質はやや粘性のあ

る砂質で、土色は暗褐色を呈する。低地部分では、中世水田の耕作士として利用され、耕作と水

の影響で土質は粘性が強く土色は灰色または黒褐色を呈する。

斜面部分では1l1層の上面のみから白査系陶器など中世の遺物が出土することから、Ⅲ層上面は

中世段階の地表面と判断した。1l1層内には白査・8世紀代の須恵器・5世紀代の須恵器･土師器．

弥生土器が包含される。また古墳時代中期以前の竪穴住居の掘り方掘削面（後述するIV層上面）

を覆うことから、古墳時代中期以降中世に至るまで、緩やかに形成された層と判断した。中世水

田では、耕作による踏み込みがあり、遺物の層位は安定しないが、基本的に古墳時代中期に廃絶

したと考えられる砂行大溝の埋士を覆い、斜面部分のⅡI層と同時に形成されたものと判断した。

しかし深耕部分では、下層(IV．V層）を巻き上げている可能性がある。

1V層：尾根頂部では、砂行1号古墳の墳丘盛土に覆われた部分のみに存在し、Ⅲ層と同様に尾根頂部

付近では浸食を受けて流出したものと考えられ、斜面裾部に厚く堆積する傾向にある。Ⅲ層より

分布範囲は狭い。斜面裾部や谷部では、最大30cmとやや厚く堆積している。土質は粘,性があり、

土色は黒褐色又は黒色を呈する。低地部では、中世段階の耕作によってⅢ層と区分できない。

1V層上面は、砂行1号古墳の墳丘築造時の地表面であり、また古墳時代中期段階の竪穴住居の

掘り方掘削面であることから、古墳時代中期段階以前に形成されたものと判断した。IV層の上層

内には弥生土器が包含されるが、下層内は縄文時代の土器・石器の包含に変化する。弥生時代の

竪穴住居はIV層をやや掘り下げた段階で検出される。

V層：尾根頂部には認められず、斜面裾部・谷部に堆積する。IV層の分布範囲よりさらに狭い。斜面

裾部では、現地表から約1.5m下が上面となる。土質はIV層よりさらに粘′性が強く締まりがあり、
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土色は黒色を呈する。

v層内には、縄文時代の土器・石器がわずかに包含されることから、縄文時代のある時期まで

に形成されたものと判断した。出土した土器は、縄文時代早期にさかのぼるものがあり、縄文時

代の早い時点で形成が開始されたと推定される。

VI層：尾根頂部付近では砂岩の岩盤で、裾部では岩盤の風化・浸食によって堆積した粘質士である。

前者は後者の下に必ず潜り込むように存在する。VI層以下には遺物包含や遺構面を検出できず、

岩盤と粘質土を一括してⅥ層とした。粘質土は、起源となる砂岩の色調と質によって様々に変化

するが、基本的には黄褐色から明褐色の粘性が強く締まりのある層である。起源が同じであるた

めII層の土色と共通するが、土質が大きく異なる。弥生時代・古墳時代の竪穴住居の床面は、VI

層を掘り込んだ面をそのまま利用することが多い。

低地部では、水の影響を受けて還元し、土色が灰色又は青灰色に変化するが、斜面部分のⅥ層

粘質土の連続である。やはり、粘質土の下に砂岩の岩盤が存在するものと考えられるが、砂行大

溝ではこの還元したVI層粘質土を1m以上の深さで底面とするにも関わらず岩盤は認められず、

それ以上の深さに潜り込んで存在するものと考えられる。

78 78．00
－声三コ2』

、

屋十さ（腰冒掌一卜白‐亦巳力ざ毛〈翌
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15/8明褐伝l砂（1cm角砂岩撰存少量

10YR3/3暗褐色砂質士(1cm角砂岩喫をわずかに含む、上面に白査系陶器片、

しまりやや有り）

7.5YR3/4暗褐色士(SBA01覆土）

7.5YR4/4褐色士(SBA01覆土）

10YR2/1黒色粘質士(1cm角砂岩磯をわずかに含む、上面に弥生土器片、しまり有り）

10YR1.7/1黒色粘質士(1cm角砂岩篠をわずかに含む、しまり有り）

10YR5/4にぶい黄褐色士（地山）
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la黄褐色僕混じり土(2～10cm角砂岩喫多数含む、1985年頃の整地土

暗灰色砂質士（1985年頃の整地土下層）

暗青灰色士（鉄斑を多く含む、1985年以前の現代水田耕作土）
灰褐色土（鉄斑を多く含む、近世水田耕作土）

黄灰褐色土（鉄斑を多く含む、近世水田耕作土下層）

10YR3/3暗褐色士（中世水田耕作土＝砂行大溝01層）
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図7砂行遺跡低地部の基本層序
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砂行遺跡は複雑な地形からなり、また後世の土地利用による改変が加えられることから、基本層序

は地点によって様々な変化がある。以下では、(1)A・C区の斜面集落域(2)D区の大溝・水田域(3)E区

の緩斜面集落域(4)B区の尾根頂部墓域の4地点に分けて概説したい。

(1)A・C区の斜面集落域の基本層序

I層：腐葉土または現代耕作士、II層：黄褐色～明褐色砂質流士、Ⅲ層：暗褐色砂質土、IV層：黒

褐色粘質土、V層：黒色粘質土、VI層：黄褐色～明褐色砂質粘質土及び砂岩基盤からなる。1．11層

は全面に分布するが、Ⅱ1.1V．V層は斜面裾部と谷部にのみ狭く分布する。尾根頂部付近では、I層

と薄く堆積したII層の下にⅥ層岩盤が表れ、遺物包含層は存在しない。しかし、VI層岩盤を掘り込ん

だ竪穴住居は、覆土を1I層に置換されてはいるが検出は可能である。斜面裾部や谷部では、I層と極

めて厚く堆積したII層を除去すると、Ⅲ層がほぼ全面に表れ、Ⅲ層の掘削途中で多くの遺物が検出さ

れる。Ⅲ層を除去したⅣ層上面で、竪穴住居の掘り方う°ランが見え始める。竪穴住居の検出は、黒色

系の遺構面に黒色系の覆土が入るため困難であったが、IV層上部で行った。V層の黒色土まで掘り下

げると、弥生時代の遺構は床面のみを残してなくなるからである。

(2)D区の大溝・水田域の基本層序

昭和50年代の耕地整理によって、C区との境を大きく削り取り、その排士を利用してそれまで存在

した現代水田を埋めて整地し、果樹園に転用していた地点である。後述する砂行大溝湧水点付近は、

機能していない小型の溜め池が存在し､耕地整理直前には溜め池とその南に現代水田が展開していた。

従って、層序は大きく改変されており、I層：整地土・現代水田耕作土・溜め池堤盛土・溜め池内埋

土、11層：現代水田敷土として利用した近世水田耕作士、Ⅲ層：中世水田耕作土、VI層：還元した灰

色粘質士からなる。C区の斜面から砂行大溝へは、なだらかな傾斜で基本層序が守られていたと推定

されるが、現在に至る諸時期の改変によって、層位的に遺構・遺物を捉えることはできない。

(3)E区の緩斜面集落域

旧来、E区はB区（砂行1号古墳）から西に向かって突出するなだらかな尾根であった。D区の耕

地整理に先行して、瓦粘土の採取が行われて、尾根の端部は平坦に削り取られ、その平坦面に客土を

敷いて畑と果樹園に利用していた。基本層序は大きく改変され、I層：客土・現代耕作土、II層：近

世以降の畑耕作士、Ⅵ層：黄褐色粘質土からなる。尾根の頂部が存在したE区の中央部は、I層の直

下でVI層が表れ、遺構はほぼ完全に破壊されていた。D区に近接した尾根の裾部では、近世以降の耕

作による撹乱はあるものの、竪穴住居跡の検出ができた。しかしⅣ．V層が存在せず、Ⅵ層を検出面

とせざるを得なかったため、住居の深さは本来のものではない。

(4)B区の尾根頂部墓域

I層：腐葉土、II層：墳丘盛土起源の流士、IV層：黒色士、Ⅵ層：黄褐色粘質士及び砂岩岩盤から

なり、II層とIV層の間に墳丘盛土が入る。古墳の周辺ではI層の直下でVI層となり、本来堆積してい

たはずのIⅡ層以下の土層は、流出または墳丘盛土に利用されたと考えられる。
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第2節遺構・遺物の概要

1砂行遺跡の時期区分について

検出された遺構・遺物の年代観に基づいて、記述の便宜上、1期からⅥ期の6時期に大きく区分す

る。

弥生時代中期以前をI期とする。時期幅が極めて広いが、明確な遺構は確認されておらず、また遺

物の年代的なまとまりもないことから、小時期区分は行わなかった。

弥生時代後期末から古墳時代中期までを11期及びⅢ期とする。この時期は、明確な遺構及び、それ

に伴う遺物が数多く確認されており、遺構の切り合い関係とともに、変化が比較的顕著に現れる高坪

を中心とした出土土器に基づいて細分した。細分に当たっては、周辺地域で確立されつつある出土土

器の編年観にも依拠する。ただし、本遺跡出土の土器には在地色が見られることから、周辺地域の編

年とは厳密には対応しない。なお、1I期とⅢ期との間には長期の空白期があるが、その時期の遺構・

遺物は検出されていない。

古墳時代後期末以降を、1V期からVI期に区分したが、これらの時期は、遺構及び遺物に連続′性がな

く、各期で単発的であり、各期の間には空白期間が存在する。なお、Ⅲ－2期から1V期は須恵器の、

V期は白査の、VI期は白査系陶器の年代観による。

各期の時期区分と他地域との併行関係は、以下の表2の通りである。表中の高坪の分類は、後述す

る「遺物の概要」を参照されたい。

表2砂行遺跡時期区分

時期 小時期 時代区分・土器編年への対応 年代

I期 弥生時代中期以前

山中式後期から廻間I式

1期 高坪A類を主体とする。山中式後半期から廻間I式0段階の時期 2世紀後半～末

II期 2期 高坪A類と高j不B類が共伴する。廻間I式O段階の時期 2世紀末

3期 高坪B類と高坪C類が共伴する。廻間I式1段階の時期 3世紀初頭

4期 高坪C類を主体とする。廻間I式2～3段階の時期 3世紀前半

古墳時代中期

Ill期 1期 高坪Gを主体とする。松河戸II式の時期 5世紀前半～中葉

2期 高坪Hを主体とする。宇田式の時期 5世紀後半～末

IV期 古墳時代後期末～奈良時代前半、岩崎41号窯期～岩崎25号窯期 7世紀末～8世紀中葉

V期 平安時代、白査黒笹90号窯期後半単独 10世紀初頭前後

VI期 鎌倉時代以降、白蓋系陶器白土原以降

註）上記表中の年代は、研究者によって見解が異なる。目安として参照されたい。
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2遺構の概要（図8．9）

各期の主な遺構は、以下の通りである。

(1)I期の遺構:(砂行大溝最下層自然流路）

(2)1I期の主要な遺構：竪穴住居跡53軒、掘立柱建物跡2軒、砂行大溝と導水溝、水場遺構

(3)III期の主要な遺構：砂行1号古墳、砂行大溝と水辺の祭而B遺構、竪穴住居跡10軒

(4)IV期の遺構：砂行2号・3号・4号・5号・7号・8号古墳、砂行火葬墓

(5)V期の遺構:(砂行古窯に関わる遺物散布）

(6)V1期の遺構：水田遺構・炭焼き土坑

(1)I期の遺構

弥生時代中期以前のI期は、明確な遺構は検出されていない。ただ、砂行大溝の06．05層は、縄文

時代の遺物と弥生時代前期・中期の土器を包含し、砂行大溝最下層はこの時期に形成された自然流路

と考えられる。

(2)I1期の主要な遺構

①竪穴住居跡

山中式後期から廻間I式前半段階にかけての11期は、竪穴住居跡が広範囲に展開しており53軒が検

出された。削平されたE区中央の尾根や、調査区南端を通る道路によって削り取られたA・C区の斜

面裾部にも、本来は住居が展開していたものと考えられ、軒数はさらに多かったものといえる。低地

部と砂行1号古墳周辺の尾根頂部付近を除く、主として斜面部分に立地し、特に西風を避けるように

尾根の東斜面に集中する傾向がある。また後述するⅡI期竪穴住居跡に比べて、高所に占地する。

残存状態は、尾根側の壁面を良好に残すが、谷側の床面は崩落しているものが多く、住居の規模・

床面積を復元できないものがある。竪穴住居跡の形態は1I期を通してほぼ一貫しており、床面の平面

形は隅角を丸くおさめた正方形又は等高線に沿う方向に長い長方形を呈する。斜面上に掘削されるこ

とから、尾根側の壁面は深いのに対し、谷側には壁面はほとんど形成されることなく開放する形状を

とる。また、尾根側からの斜面をくだる雨水又は流土による住居の埋没を避けるため、住居の外部に

山側を取り巻くように溝（以下「山側周溝」と仮称する）が存在するものもみられる(SBA30-SBA33

など)。

竪穴住居跡が最も密集している地点（SBAO7・SBAO8・SBA12．SBA22．SBCO2・SBC03付近）で

は、4時期の切り合い関係が認められ、また土器の形態変化も4つの段階が確認されることから、1I

－1～11-4期の4時期の竪穴住居跡が重なって存在すると判断した。4時期を通して、立地に変化

はみられないが、住居の規模・件数に変化が認められる。この点に関しては、第4章及び第7章で述

へこたい。

竪穴住居跡の中には、焼失したものも含まれ、一括'性の高い土器を検出し得た。

②掘立柱建物跡

住居域の東端と西端に、それぞれ1軒の掘立柱建物跡を検出した。ともに2間×1間の小規模なも
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のである。明確な出土遺物がなく、時期の特定は困難であるが、I1期竪穴住居跡の分布する東西端部

に位置することから、II期の遺構と判断した。なお、，．E区でも多くの柱穴を検出したが、規則的

な配列が認められるものはない。ただ、A区の掘立柱建物に隣接し方位をそろえる柱穴列が検出され

たが、これはII期掘立柱建物に付随する柵列の可能性が高い。

③砂行大溝と導水溝

I期に自然流路として存在した砂行大溝は、I1期に入って人手が加わった痕跡を残す。湧水点から

発した砂行大溝は、西に向かって流れた後D区のほぼ中央で南西に向きを変える。その屈折点付近に

大型の丸太材を置いて周りを杭で固定した堤状の施設を設けて、西に分岐する溝(SDD11)に導くよ

うにしている。おそらく調査区外の西に展開する低地部に水田域が存在し、その導水施設と推定され

る。砂行大溝の1I期の埋土である04層からは木製鍬の刃部や泥除け未製品が出土しており、水田耕作

を一つの生産背景としていたことをうかがわせる。

なお、砂行大溝04層からはI1期の遺物が大量に検出され、廃棄の場でもあった可能性がある。

④水場遺構

砂行遺跡のほぼ中央で、南北に快られた谷の南端にも、湧水点が存在する。溝状を呈するが、湧水

点から数mくだった地点で板材を用いた堰を設けている。堰の上流は広く溜め池状に掘削され、水を

ためるようにしており、砂行大溝とともに、水場として利用された遺構と判断した。

溜め池状の堰上流部の埋士からは、11期の土器がまとまって出土することからこの時期の遺構と判

断したが、上層からはⅢ期の土器もわずかながら検出され、IⅡ期にも存続したものと考えられる。

⑤その他

竪穴住居跡に近接して土坑が検出されているが、時期を特定できるような一括性の高い遺物は出土

せず、‘性格は不明である。なお、方形周溝墓などの墓域は、調査の時点で注意を払ったが認められな

かった。

31II期の主要な遺構

①砂行1号古墳

砂行遺跡の最も高所の尾根頂部に立地する中期古墳で、南西に向かって造り出し部を設ける造り出

し付き円墳である。墳丘斜面は葺石で覆われるが、埴輪は認められない。

主体部は2基が確認され、第1主体部（初葬時の中心主体部）は盗掘によって掘り方の一部を残し

て完全に破壊されており、第2主体部も棺床が現地表からわずかな深さであったことから撹乱を受け

ていた。石材や粘土塊が認められないことから、ともに木棺直葬と判断した。

第1主体部の盗掘坑埋土から鉄製武器の断片が出土し、第2主体部からは銅鏡や鉄小片が出土して

いる。土器類はまったく認められず、土器による年代決定はできないが、墳形・立地・外表施設．出

土金属製品の性格から、中期古墳と判断した。
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②砂行大溝と水辺の祭祁遺構

Ⅲ期に入って砂行大溝は、SDD11に導かれた導水施設は廃絶して、生活域から一変した性格の大溝

となる。湧水点に立石を置き、その下流の溝底には砂行1号古墳の葺石と同じ材質の石材を敷き重ね

て清浄な水の流れを確保する。II期に堤状施設の設けられた屈折点の束岸には、造り出し状の壇を溝

に向かって突出させる。

湧水点付近の石敷きを中心に多数の須恵器片の散乱が認められ、造り出し状壇部周辺には石製．木

製の祭而B具が検出される。

以上の遺構の状況と遺物の性格から、Ⅲ期における水辺の祭祁遺構と判断した。

③竪穴住居跡

斜面裾部にのみ立地する竪穴住居跡で、10軒を検出した。須恵器を伴うものと、須恵器導入前のも

のとの2時期が認められる。砂行大溝と水場遺構の周辺に集中する傾向にあるが、11期の住居跡と同

様、後世の改変で滅失したものもあったと推定される。

残存状態は11期の住居跡と同じく、谷側の床面が崩落して存在しないが、山側の壁面は良好に残存

するものがある。住居の平面形は隅角を鋭く屈折させた方形で、I1期の住居との区分の指標になる。

砂行大溝出土須恵器とほぼ平行する時期の須恵器を伴う住居跡には竜が存在し、この地域における竜

導入期の年代が知れる。

なお、残存状態が不良なため、II期ともIⅡ期とも判断できない竪穴住居跡が3軒ある。

(4)IV期の遺構

①後期古墳群（砂行2号～5号・7号・8号古墳）

A区及びC区の尾根斜面と谷部から、6基の横穴式石室を内部主体とする後期古墳群を検出した。

極めて小規模な古墳からなり、石室も小型である。墳丘は、近世以降の大規模な土砂流出に伴って消

失しており、石室の一部と周溝がわずかに検出されるものがある程度で、残存状態は悪い。

石室は南に向かって開口し、基本的にチャートの石材を搬入して構築する。美濃地域では、横穴式

石室の最終末の様相を呈し、出土遺物も8世紀初頭前後のものが最も古い。追葬を確認したが、この

段階には火葬の風習が導入されており、火葬人骨としての追葬であることを確認した。横穴式石室か

ら火葬への変換期に位置する古墳群と考えられる。

②砂行火葬墓

横穴式石室を持つ古墳の背後の尾根上に立地し、後期古墳群造営と重なって構築されたものと考え

られる。これも、墓制の変換を考える上で良好な資料といえる。残存状態は、上部構造が不明である

が、蔵骨器周辺は良好である。

小規模な長方形掘り方の内部に、チャートの石材を石室状に組み合わせて内部が立方体の空間にな

るように設け、その中に須恵器の蔵骨器を納める。蔵骨器の年代は、古墳に追葬された段階の須恵器

と極めて近く、現在のところ県内最古の火葬の事例といえる。
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5V期の 遺構

砂行古窯跡の製品と考えられる白査が、包含層から出土している。それに伴う工房などの関連遺構

の検出を試みたが確認できなかった。包含層出土の長頚瓶には、体部に焼成後穿孔を持つものがあり、

火葬蔵骨器として埋納された可能性がある。

6)VI期の遺構

①水田遺構

D区の砂行大溝の上層で検出した中世の水田跡で、等高線に沿う方向に狭長な区画で構成される。

近世水田耕作土が中世の畦畔と耕作土を覆っており、土色と土質の違いで検出は明確であった。

D区の南側1／2は、現代水田の再造成と瓦粘土採掘抗によって残存しないが､本来はここにも広く

展開していたものと考えられる。

②炭焼き土坑

4基を確認したが、そのうち1基は弥生時代住居跡掘削の便宜上、詳細な記録を残していない。砂

行遺跡の東側に30mほどの間隔をおいて点在し、近接することはない。等高線に沿って長い楕円形を

呈する浅い土坑で、内部に炭化物が大量に含まれ、土坑底部は熱を受けて赤褐色に変色して硬化する。

遺物がまったく認められず、遺構の年代は確定できないが、Ⅲ層の上面から掘り込まれた土坑である

ことから、中世以降の簡易式の炭焼き土坑と判断した。

③その他

D区の南側の砂行大溝両岸に、瓦粘土採掘抗が群集する。VI層の還元された灰白色粘質土を求めて

昭和9年に採掘されたもので、採掘者の一人から、聞き取り調査をすることができた。

昭和50年代の耕地整理以前の現代水田は、中世水田より区画が大きく、特に瓦粘土採掘土坑の分布

する区画では大きく、粘土採掘によって上段の水田面を下段の水田面に合わせることができ、水田区

画の拡幅の役割も果たしたという。

砂行遺跡ではこのほかに、遺跡の南端の裾部を等高線に沿って溝が2条存在する。この2条はA区

の東端に発し、遺跡のほぼ中央で合流してC区の裾を巡り、砂行大溝の上層をまたいでE区の南端を

西に向かって流れる。H1層の上面から掘削されており、いくつかの竪穴住居跡を破壊している。また

D区北東部の現代溜め池によって断ち切られていることから、中世以降のもので、おそらく近世の斜

面土砂の大規模流出に関わって設けられた、あるいはその要因となった溝と考えられる。

さらに、A区の斜面をくだるY字状の溝が存在するが、これは上述した2条の溝を切っており、現

代のものと考えられる。しかし、この溝の存在は元地権者の方の記憶にないことから、大正期以前の
可能′性が高い。

これら、近世以降と考えられる瓦粘土採掘土坑群・水田跡・溝に関する記述は、次章以降では述べ
ず、上記の所見のみとしたい。
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3遺物の概要

(1)I期の縄文土器・弥生土器

砂行大溝06層と包含層から、縄文早期・前期・後期・晩期及び、弥生前期・中期の土器片が若干出

土している。砂行大溝では、周辺からの流入土に伴って埋没したものと考えられ、包含層では弥生時

代以降の集落形成時に掘削され、大きく改変を受けるIV-V層に包含される。従って、遺構に伴うも

のは認められなかった。本稿では、遺物量が少ないため、特に細分は行わなかった。

2)II期。Ⅲ期の弥生土器・土師器

この時期は、明確な遺構及び、それに伴う遺物が数多く確認されており、基本的に既存の研究（山

中・廻間・松河戸遺跡）に基づいて注')、以下のように分類した。

①高坪

主として、坪部の形態からA～Hの8類に分類

した。

・高坪A類：坪部に段をもち、坪部上段が外反す

るもの（山中分類高坪A2類)。

･高坪B類：坪部に段をもち、口径と稜径の差が

小さく坪部が比較的浅いもの（廻間分

類高坪Al類)。

･高坪C類：坪部に段をもち、口径と稜径の差が

大きく坪部が比較的深いもの。口縁部

は内誉する（廻間分類高坪A2類)。

･高坪D類：ワイングラス形高坪を一括する。

高坪E類：坪部が椀形の高坪（後述する宇田期

のものを除く）を一括する。

熟蕊

‘高”礎

澱一I

、ﾏ》高坪c類

趨鍵プ言撚E類

航
ﾗ〆

I川、、富何てA狸

B類

蕊 高坪D類
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・高坪F類：有稜高坪を一括する。

、難／息坪噸野

･高坪G類：屈折脚を基本的に伴う有段高坪（松

河戸分類高坪B類)。

G類

･高坪H類：坪部が椀形で､屈折脚を伴うもの(松

河戸分類高坪D類)。
、

望ヱニミ室
一

局 坪H類

②器台

主として脚部の形態から、A・Bの2類に分類し、

・器台A類：脚基部が太く円柱状を呈し、裾部は

大きく外反するもの（山中分類器台A

類)。

B類を細分した。

＝二二･一一二二一一~~一一一一

爵が愛台A類器

･器台B類：脚基部が細く円錐状の脚部をもつも

の。

B1類：脚端部が外反するもの（廻間分類

器台C類)。 k 台Bl類

B2類：脚端部が内簿するもの（廻間分類

器台A類)。

苧
筆 器台B2類

③鉢

主として口縁部の形態から、A～Dの4類に分類した。

・鉢A類：口縁部が短く外傾し、段をもつもの。

A類



･鉢B類：口縁部が長く外傾し、端部にわずかに

段をもつもの。

･鉢C類：口縁部が長く外傾し、緩やかに内誉す

るもの。

･鉢D類：その他の形態のものを一括する。

第2節遺構・遺物の概要2 7

ノ

鉢B類

C類

④雲

主として口縁部から頚部にかけての形態から、A～Iの9類に分類し、A類を細分した。髪A類は、

既存の研究にはないものである。詳細は第7章第2節で記し、ここでは概略を記した。

･窪Al類：頚部が曲線的に〈び､れ、口縁は長く

外反するもの。口縁端部は面を形成し

て刻み目状にクシ条痕を入れ、口縁内

面には櫛状工具による列点文を巡らせ

る。器壁外面は全面に渡り細密な縦方

向のクシ条痕調整、平底の底部外面に

は布目圧痕が認められるものを典型と

する。

SA2類：形態は婆A1と同様であるが、調整

（外面ナナメハケ・ナデなど）・文様

（横線文・列点文などの施文）に変化

のあるものを一括する。

髪B類：口縁部が短く外傾して段をもつもの。

底部は、台付きと推定される。

I

〆』．J／〆〆

了Ⅷ」
¥¥職卜

A1類￥懲り鰭

SA2類

要B類

＝ 奉雪

/…二
11

u護B類
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･妻C類：口縁部は長く外傾し、端部にわずかに

段をもつもの。底部は平底である。

一
一
吋
三
三
一
”

一
岬
一
三
一
三
一
州

一
一
三
一
〃

雷 漁 喪C類§、

･護り類：長く外傾したくの字状の口縁部をもつ

もの。底部は平底である。

守一一

･雲E類：短く外傾したくの字状の口縁部をも

ち、端部に刻み目を施すもの。底部は台

付きと推定される。（山中分類髪A類） 一一＝

町嚢E類＝

･妻F類:S字状口縁台付萎を一括する。

く一
妻F類

･妻G類：北陸系（月影式）の饗を一括する。

三 コ妻G類

･妻H類：短く外傾する〈の字状の口縁をもつも

の。

罫_ノ･妻｜類：宇田型妻を一括する。
H類

蓮｜類
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⑤壷

主として体部と口縁部の形態及び大きさからA～Eの5類に分類し、A・B・C-D類は細分した。

・壷A類：パレススタイル壷を一括する。口

縁部形態により、以下の3類に細分

する。

A1類：口縁部は外反して、内面に平坦

面をもたないもの（山中分類壷A

1類)。

一
一

/

壷A1類

篭〃
/7／

畔，"'1

壁卦づ -r一一7

///ﾍ劃A2類：口縁内面に平坦面をもつもの。
、

、壷A2類
ｌ
‐
‐
Ｉ

、《、
、》

／
A3類：口縁内面が内誉するもの。

拳･壷B類：壷A類の範N毒に入らない大型の壷

で、3類に細分した。

B1類：口縁部が外反する広口壷。
'

／

／

I 壷Bl類

、

／

B2類：口縁部が内響する広口壷。 ／

壷

、

B3類：その他の広口壷を一括する。 B3類

密 ，
壷C類：頚部が体部より長い中・小型の長

頚壷で､、以下の2類に細分した。

C1類：直口または外反する口縁部をも

つ長頚壷。

〆
〆

、
／

（

｝
壷CI類

》C2類：内管する口縁部をもつ長頚壷。 （
壷C2類
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壷D類：頚部が体部より短い中・小型の短頚壷

で、以下の2類に細分した。

D1類：外反する口縁部をもつ短頚壷。

聯
織
郷
蹴 Dl類

D2類：内誉する口縁部をもつ短頚壷。

壷D2類

募証“
･壷E類：小型丸底壷を一括する。

なお、以上の他にミニチュア土器･甑把手･蓋・

土器転用砥石があるが､上記の分類には含めない。

（3）Ⅲ期の須恵器

砂行大溝03層とIⅡ期の竪穴住居跡（SBC35．SBC36．SBC37．SBEO3）及び、それらの周辺の包含

層（Ⅲ層）から検出された。陶邑編年I型式のものである。器種名は、既存の名称を用い、特に細分

は行わない。有蓋高坪・無蓋高坪・坪蓋・坪身・砿・短頚壷・広口壷・雲がある。

なお、本稿ではII・IⅡ期の弥生土器・土師器・須恵器は、口径や底部径が復元できる個体を基本的

にすべて図化して掲載した。その個体数を器種別に、また遺構の種類毎に以下に示す。

表311．1Ⅱ期実測土器一覧

註）その他には、混入した他時期の土器の他、ミニチュア土器などの特殊な器種が含まれる。

4)IV期の須恵器

砂行2．3号古墳、砂行火葬墓に伴って出土しているほか、遺構に伴わず包含層から若干出土して

いる。古墳時代後期末から奈良時代前半にかけてのもので、包含層出土のものは、古墳からの流出又

弥生土器・土師器

高坪 器台 鉢 饗 壷 その他

IⅡ期

須恵器
合計

II期竪穴住居跡 83 63 53 63 61 29 0 3 5 2

Ⅲ期竪穴住居跡 17 0 0 1 6 0 12 5 50

砂行大溝03層 3 1 6 10 34 23 8 32 144

砂行大溝04層 50 19 2 4 72 50 1 0 2 1 6

水場遺構 3 0 3 2 0 0 0 8

包含層 20 11 9 32 34 3 1 110

合計 204 99 99 219 168 53 38 8 8 0
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は破壊された火葬墓に伴う可能性が高い。これも、器種名は既存の名称を用い、細分は行わない。坪

身・坪蓋・台付長頚壷・提瓶・平瓶・短頚壷・妻がある。

(5)V期の白査

平成6年度に関市教育委員会によって調査された砂行古窯と同一時期（黒笹90号窯式）のもので、

時期幅は認められない。砂行古窯に隣接するA区の包含層のIⅡ層内を中心に検出されている。工房な

どは検出されず、遺構に伴うものは認められない。しかし長頚瓶の中には、体部に焼成後穿孔を施し

たものが存在し、火葬蔵骨器として用いられた可能性があるものが認められる。器種名は、同一遺跡

と考えて砂行古窯の調査で用いられたものに従う。しかし、遺物量が少ないため、細分類（例えば蓋

A、蓋Bなど）は特に用いない。碗・Ⅲ・段Ⅲ．長頚瓶がある。

(6)V1期の白査系陶器と施軸陶器

A区の水場遺構周辺の1I層及びⅢ層上面、D区の中世水田遺構及びⅢ層上面で検出した。遺物量は

少なく、器種名は既存のものに従い細分もしない。

（7）木製品

砂行大溝及びA区の水場遺構から出土している。水場遺構では、堰の板材と泥除け未製品が、砂行

大溝では、II期の実用具（鍬･泥除け未製品)、Ⅲ期の祭而B具（鎌形木製品･刀形木製品･鍬形木製品・

付札状木製品)、II期．Ⅲ期の加工木材及びⅥ期の曲げ物底板が出土している。

（8）金属製品

I1期では、住居跡(SBE01から方格規矩四神鏡の破鏡(破面研磨.穿孔有り）、包含層から銅錐片．

鉄雛が出土している。IⅡ期では砂行1号古墳から銅鏡・鉄製短甲断片・鉄刀片が、IV期では砂行2号

古墳から鉄製刀子・鉄釘が出土し、時期は特定できないが包含層から鉄錐が認められた。VI期では、

D区の中世水田面の上のII層から近世のキセル・銅銭が出土している。V期に属する金属製品は認め

られない。

（9）石器類

砂行遺跡からは合計3,723点の石器類が出土した。各器種の定義や使用用途、分類、出土点数、石材

などについて順に報告する。

石鍍（1.6.21.22.28.29.33.43～47.51.52.54.59～61.71.72.104.105.152.153.175～185

刺突による殺傷が想定できる石器。119点出土。その多くが貝殻状の剥片および横長剥片の縁辺に調

整を加え、形状を整えたものである。石材は、チャートが98点で全体の82.4％を占め、残りの部分を

他地域からの搬入石材である下呂石17点、サヌカイト4点が充填している。

刺突の度合いを示唆する先端部と、矢柄との装着を示唆し、石錬の形態を最も特徴づける基部の形

態をもとに次のように分類した。
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図10石錨の平面形による分類

<雛身部を含む先端部の分類＞

1類：鋭角な先端部をもつもの。（平面形先端角50｡～69｡）

2類：1類より鋭角な先端部をもつもの。（平面形先端角～49｡）

3類：鈍角な先端部をもつもの。（平面形先端角70｡～）

4類：鋸歯状の側縁部をもつもの。

5類：側縁部に肩をもち、その下は直線状になるもの。

6類：先端部は尖り、側縁部に肩が張った形状をもつもの。

7類：丸いカーブを描く先端部に、さらに尖った先端部をもつもの。

<基部の分類＞

A類：凹状のわずかな快りが入るもの。

B類：丸みを帯びた深い挟りが入るもの。

C類：「〈」の字状の浅い快りが入るもの。

D類：「〈」の字状の深い挟りが入るもの。

L類

八
7類

ﾚー¥¥
F類

へ分
M類

E類:U字状の快りが入り、脚端部が丸みを帯びるもの。または、脚端部が直線状になるもの。

F類：挟りの部分が直線状になるもの。

G類：脚部にあたる部分が外反し、快りが入るもの。

H類:G類と同様の脚部をもつが、脚部先端がやや内側に入るもの。

I類:u字状の挟りが入り、脚端部の外側は直線状で、内側は丸みを帯びるもの。

J類：いわゆる片足雛で、基部の片方にしか脚部がないもの。または、片方の脚部が、もう一フj類：いわゆる片足雛で、基部の片方にしか脚部がないもの。または、片方の脚部が、もう一方に

比べ小さいもの。

K類：いわゆる平基錐で、基部が直線状になるもの。

L類：いわゆる円基鍍で、基部が丸みを帯びて突出するもの。

M類：いわゆる有茎錐で、基部に茎部をもつもの。

各類の出土点数と各類の遺物番号を表4に示した。
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表4石鎌の分類別出土点数（）内は遺物番号

1類 2類 3類 4類 5 類 6 類 7類 不明 計

A類 6 4 2 3 2 17

(152） (21） (1．47） (185）

B類 8 7 1 2 2 1 21

(59） (153）

C類 4 6 1 1 12

(175） (177）

D類 5 6 1 3 3 1 19

(71） (28） (45） (22.29.

183）

E類 7 4 1 2 14

(43.176） (54.60 (46） (184)

F類 1 1 3 1 1 7

(33） 61･180・ 104)

181）

G類 4 2 6

(6）

H類 1 1

(72）

I類 1 2 3

(44.178）

J類 1 1 2

(51）

K類 1 2 2 1 6

(105.179） (52）

L類 1 1

M類 2 1 3

(182）

不明 3 2 2 7

計 44 34 8 10 9 8 4 2 119

また、合計119点のうち、折損のみられるものは80点であった。その部位によって図11のように分類

した。それぞれの点数は次のとおりである。
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図11石鎌の折損部位

a6点、b5点、c2点、d1 点 、 e 2 1 点 、 f 3 点 、 g 1 2 点 、

h 20 点、i5点、i3点、k1点、11点

折損部位をみる限り、先端部と脚部をわずかに折損するものが圧倒的に多いことがわかる。

また、素材となる剥片のサイズや調整方法などから石雛の製作を途中で断念したと思われるものを

石雛未製品としたが1点の出土(2)にとどまった。

磨製石鍍（9．55）

2点出士。石材は2点とも珪質頁岩を用いており、平面形はやや肩の張った五角形を呈する。基部

に挟りを入れ、基部に近い位置に穿孔を施している。

石槍（154）

刺突の作業が想定できる石器。平坦な器体の深部に至る調整剥離と周辺の調整加工によって整形さ

れ、凸状の断面を有している。石錐よりサイズ的に大きく、尖頭部と基部を作出し、木の葉形や柳葉

形を呈する。2点出土したが、そのうち1点は折損品である。使用に際しては、主に柄に装着し、投

げて刺す、手持ちで突くといった状況が想定される。石材は2点ともチャートである。尖頭部および

基部の形態的視点からみると、両側縁を弧状に整形し基端が半円状になる、いわゆる木の葉形を呈す

るものである。

有舌尖頭器（106.155）

刺突による作業が想定される石器。折損品が2点出土。石材はチャートを使用。素材剥片の一端に

舌状の柄（茎）を作出したもの。この柄は装着を目的にしたものと‘思われ、樹皮等によって縛られた

と推測される。

ナイフ形石器（186）

切削の作業が想定される石器。剥片がもつ鋭利な縁辺の一部を刃部として残しながら他の縁辺に刃

潰し加工を施し、尖った先端部と基部とを作出したもの。1点出土。チャートを使用している。
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所属時期

本住居に所属すると考えられる1090～1092の土器は、IⅡ－1期の特徴を示す。周辺にはⅡI期の遺構

が存在しないことから、住居の時期もⅢ－1期と考えたい。

SBA19

遺構（図46、図版7）

A区のP39グリッドにあり、南西に向かってくだるやや急な傾斜（傾斜度20.8%)に立地する。
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SBA11が近隣に所在するが、切り合う遺構はない。谷側の床面の一部が流失している。

隅角を丸くおさめた方形で、幅4.60m、残存部の奥行き3.55mを測る。谷側の隅部が残存せず、平

面形は不明である。山側の壁面の立ち上がりは強く、最大深さ30cmである。住居内の埋没は、壁際か

ら徐々に進行しており、自然埋没と判断される。主柱穴は2基を確認したが、浅く不明瞭である。床

面には、わずかに炭化材が分布する。住居の谷側隅に、支柱石を伴う地床炉を確認した。住居の平面

形が仮に正方形としても、地床炉の位置はかなり谷側に偏る位置にある。壁溝．山側周溝は、認めら

れなかった。

遺物（図47）

土器は、高j不B類・高坪C類・器台B類・高坪又は器台脚部・壷B類が出土し、6個体を実測し得

たが、床面直上のものは3個体である。しかし、古相を呈する土器が認められず、ほぼこの住居の造

営期に近いものと考えられる。高坪の内B類と考えられる1108は、口縁内面を肥厚させて狭い幅で沈

線を巡らせるもので、このような施文は砂行大溝にやや幅広のもの（1436）が1点認められるにとど

まり、本遺跡では主要な施文方法とならない。脚部は裾部が内誉するものが接続すると考えられる。

石器は、敵石類1点、砥石3点の合計4点が出土した。12は砂岩の板状剥離材を用いた砥石である。

下部を欠損するが、表裏両面にはげしい研磨痕が認められる。13は流紋岩を用いた砥石である。3面

に研磨痕が認められるが、とくに表面と裏面が顕著である。すべて節理面を使用している。14は肌理

の粗い砂岩を用いた砥石である。平坦な面に1本の線状の溝を有する。断面はV字状を呈する。その

周辺にも数本の線状の溝がわずかに認められる。上部を欠損する。

所属時期

高坪C類と脚裾部の内誉とから、II-4期に属すると推定される。

SBA22

遺構（図49、図版4）

A区のK39グリッドにあり、南西に向かってくだるやや急な傾斜（傾斜度20.9%に立地する。竪

穴住居跡が最も密集する地点の一つで､本遺構を含めて6軒が存在し、そのうち最も古い段階である。

遺構の切り合い関係では、SBA07・SBA22に切られる。特にSBA07に大きく破壊されており、残存

部分は山側の1／3程度である。

隅角を丸くおさめたやや大型の方形で、幅5.25m、残存部の奥行き2.55mを測る。長方形か正方形

かは、判断できない。山側の壁面は、砂岩の岩盤を掘り抜いており、立ち上がりは強く、最大深さ35

cmである。住居内の埋没は、壁際から徐々に進行しており、自然埋没と判断される。壁溝は山側の岩

盤部分に認められ、谷側に巡ったかどうかは不明である。

主柱穴は、山側の2基p1・P2)を確認した。共に直径13～14cmの柱痕跡を残し、床面からの

深さ50cmの深いものである。なお、p1はSBA07の壁溝埋士を除去した後に検出された。谷側の主柱

穴の検出を試みたが、認められなかった。地床炉は、SBA07によって破壊され、不明である。山側周

溝は検出し得なかった。
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図48SBA22周辺地形図(1/200)
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遺物（図50）

土器は、高坪C類と器台B類の4個体を実測したが、そのうち1117を除<3個体は、混入と考えら

れる。1117の器台は、SBA15の1068と同様、口縁端部を垂下拡張して横線を巡らせる古相のものであ

る。

所属時期

口縁端部を垂下拡張して加飾する器台の存在と、竪穴住居跡の切り合い関係とから、II-1期に属

するものと推定される。

匡

I

’

X¥ 0 10cm

1116

図50SBA22出土遺物

SBA23

遺構（図52、図版7）

A区のU49グリッドにあり、南に向かってくだる急な傾斜（傾斜度32.7%)に立地する。SBA30^

近隣に所在するが、切り合う遺構はない。本遺跡の最も東に位置する竪穴住居跡である。斜面が急な

ため、谷側の一部が流失している。

図51SBA23周辺地形図(1/200)



第1節弥生時代～古墳時代の遺構と遺物81

言
御
拙
伽
如
謎
覗
亀
）
判
掴
廻
楓
旦
輔
ｕ
ご
宝
浄
三
③

．
禅
（
一
端
ご
／
ね
伽
咽
急
報
謎
弧
亀
硬
巨
。
ご
判
起
鯉
眺
望
星
浄
三
＠

さ
仲
分
母
（
一
糊
Ｊ
〆
ね
伽
如
謎
那
亀
紅
巳
昌
１
回
ｅ
判
佃
味
ご
星
浄
含
③

含
仲
分
母
－
拙
△
〃
ぬ
細
細
謎
和
念
紅
昌
。
［
’
ぬ
ｅ
判
佃
哩
味
ご
星
揚
言
ｅ

83.00旦一
｜

’
B′

83．00

ロ
つ
。
、
の

ロ
つ
・
両
、

可･ 辻’

； I

／

L
B

－1
B′

.一

一・一・一
一の

一一̂Joj0¥＝ 2mJoT［Li－－l」” つ
ロ
・
の
⑳g g

g
図52SBA23実測図

隅角を丸くおさめたやや小型の方形で、幅3.10m、残存部の奥行き2.05mを測る。長方形か正方形

かは、判断できない。山側の壁面は、砂岩の岩盤を掘り抜いており、立ち上がりはやや緩やかで、最

大深さ50cmである。住居内の埋没は、壁際から徐々に進行しており、自然埋没と判断される。壁溝は

認められない。主柱穴・地床炉・山側周溝は認められなかった。特に主柱穴の検出を試みたが、砂岩

の岩盤への掘り込みは全く認められず、柱穴は大型の住居のような深いものではなかった可能性があ

る。

遺物

土器は、小片2片が出土したのみで、図化できなかった。胎土からII期の土器片と考えられる。

所属時期

隅角の形状と立地及び出土土器片から、II期の遺構と推定されるが、小時期区分はできない。

SBA26

遺構（図54、図版8．9）

A区のN36グリッドにあり、南に向かってくだるやや急な傾斜（傾斜度24.8%)に立地する。遺構

の切り合い関係はなく、SBA15．SBA35．SBC05・SBC14．SBC19が近隣に所在する。遺構の残存状

態は比較的良好で、谷側の床面の一部が流失しているのみである。

隅角を丸くおさめた方形で、幅4.50m、残存部の奥行き3.55mを測る。主柱穴の位置から判断して、

正方形の平面形と推定される。山側の壁面はほぼ垂直に立ち上がり、最大深さ60cmで高い壁面を形成

する。壁溝は、認められなかったが、床面の山側寄り中央部に「〈」の字に屈曲する排水溝を検出し

た。これは住居の中央にある地床炉への浸水を防ぐものと考えられる。排水溝は、住居外へは続かず
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図53SBA26周辺地形図(1/200)

内部で完結しており、一時的なものであったのかもしれない。地床炉は、支柱石を伴った状態で検出

された。

柱穴は6基を検出したが、P1．3．4．6の4基が主柱穴と考えられる。住居の中央付近の床面

には、炭化材が放射状に分布しており、焼失家屋と考えられる。炭化材に押しつぶされるように完形

に近い多くの土器が検出されている。住居内の埋没は、壁際から徐々に進行しており、自然埋没と判

断される。

山側周溝は､住居の山側の掘り込みから70cinほどの間隔をあけて住居を取り囲むように弓形に巡る。

溝の幅は掘り方上部で約80cm、深さは山側で最大40cmである。

遺物（図55～57、図版54．55．93）

土器の多くは、焼失した部材の下から、床面に接してそのまま押しつぶされた形で検出されている。

12個体を実測したが、これらの内、破片で①．②層から出土した1118．1123．1126の3個体は、斜面

上部の遺構からの流れ込みと考えられる。本遺跡における1軒の住居で使用された土器組成をみる上

で､良好な残存状態といえる｡土器の出土位置は､床面の山側に集中する｡山側左隅部に壷B1類(1128)

と高坪B類(1119)、住居の地床炉内部に壷B1類口縁部(1129)、地床炉の山側に器台B類2点(1120-

1121）と壷C2類(1127)及び鉢B類(1124)、山側右隅部に器台B類(1122)が認められる。これら

の内、器台B類の1120と1122は、受け部を床面に伏せた状態で検出されており、収納状態の可能性が

ある。また、器台B類の1120と1121の付-近には、1124の鉢B類と1127の壷C2類があり、器台と鉢・

器台と小型壷の組み合わせが推定される。1129の壷口縁部は、地床炉内に口縁部を伏せた状態で検出

されており、煮沸時の台とした可能性もある。

1119の高坪B類は、坪部の段で強く屈折して口縁部をやや外反させて短く立ち_上げ、脚部は長脚で、

裾部に内雪は認められない。1120と1121の器台B類は、大きく開いた受け部の口縁端部に面を形成し

てわずかに垂下させる点で共通するが、1120は脚部の裾部をやや内脅させる。1122の脚部は1121と共
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通するが、受け部の端部に面を形成しない点で他の2個体と異なる。器台は同一時期に様々な形態の

ものが併存することが知れる。器台の法量分化は特に認められない。1124の鉢B類は、1120又は1121

の器台と組み合うもので、外面に厚く煤が付着しており、煮沸具として用いられている。また、大型

の煮沸具である1125の妻C類も併存しており、煮沸具の大小が認められる。1124の鉢は、口縁外面に

横線と列点文を巡らせるが、この施文方法はこの時期以降の特徴となるようである。1125の妻は、長

く外傾した口縁部をもつ在地系の平底妻である。1128の壷B1類は体部が長く頚部の屈曲がなだらか

なものであり、在地の生産の可能性もあるが、同様な形態の良好な資料が得られず不明である。内外

面共にハケ調整を最終調整とした粗い作りであるが、外面の全面に淡い赤彩が認められる。1127の壷

C2類は、1120又は1121の器台と組み合うもので、供膳具である。口縁外面に擬凹線を巡らせること

で端部がやや内雪する。

石器は、削器1点、つまみ部付きスクレイパー1点、粗製刃器1点の合計3点が出土した。15は安

山岩製の粗製刃器である。風化が進み詳細な観察は不可能であるが、横長剥片の縁辺部に簡単な二次

加工を施し刃部を作出している。

所属時期

内誉傾向にある脚裾部と高坪B類の存在とから、1I-3期とした。本遺跡のII-3期遺物の一括資

料として良好であり、標識資料として用いた。
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SBA28

遺構（図59、図版7）

A区のY37グリッドにあり、南西に向かって緩やかに傾斜（傾斜度14.7%)する斜面裾部に立地す

る。SBA16が近隣に所在するが、II｡ⅡI期の遺構との切り合い関係はないが、調査区南端の道路によっ

て1/3程が破壊されている。

隅角を丸くおさめ、幅4.45m、残存部の奥行き2.30mを測る。平面形は谷側の隅部が不明瞭で不明

である。壁面はほぼ垂直に最大で20cmの深さである。住居内の埋没は、壁際から徐々 に進行しており、

自然埋没と判断される。壁溝は山側に部分的に認められ全周しないが、床面には不規則な排水溝が3

条認められる。

主柱穴は山側の隅部近くに2基検出され､P2では深さ30cmに直径10cmほどの柱痕跡が認められた。
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図58SBA28周辺地形図(1/200)
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谷側の柱穴は不明である。住居のほぼ中央に、te2.30mの土坑が認められたが、床面の下からのもの

で、性格は不明である。なお、地床炉．，'1側周溝は認められなかった。

遺物（図60）

土器は、台付妻の台部（1130）と、壷B1類11縁部片(1131)の2点を実測し得たにとどまる。共

に床面直上ではなく、この住居に伴うものとはいえない。

石器は、砥石が1点出土したに留まった。

所属時期

住居の隅部を丸くした平面形とII期の土器片のみを埋土に含むことから、II期の遺構と判断したが、

小時期区分はできない。

SBA30

遺構（図62、図版10)

A区のU47グリッドにあり、南西に向かってくだる急な傾斜（傾斜度29.8%)に立地する。遺構の

切り合い関係はなく、SBA23．SBA36及び掘立柱建物SHA01が近隣に所在する。遺構の残存状態は

比較的良好で、谷側の床面の一部が流失しているのみである。

隅角を丸くおさめたやや大型の長方形で、1幅4.58m、奥行き3.35mを測る。山側の壁面は一部崩落

しているが、ほぼ垂直に立ち上がり、最大深さ90cmで極めて高い壁面を形成する。壁溝は山側にのみ

部分的に認められ、全周しない。住居のほぼ中央に支柱石を伴った地床炉が検出されたが、地床炉以

外にも壁面近くの床面と山側の壁面に被熱の痕跡が認められる。炭化材が放射状に検出されているこ

とから、焼失時の被熱と推定される。

主柱穴は4基(PI～P4)を検出したが、いずれも10cm前後の深さで、浅いものである。柱痕跡

図61SBA30．31．36周辺地形図(1/200)
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は認められなかった。住居内の埋没は、壁際から徐々に進行しており、自然埋没と判断される。

山側周溝は、住居の山側の掘り込みから80cmほどの間隔をあけて住居と方位を合わせて．の字形に

取り囲む。溝の幅は掘り方上部で約80cm、深さは山側で最大40cmである。

遺物（図63）

土器は、高坪脚部・器台B類・壷B1類・壷D1類の5個体を実測し得た。いずれも小破片である

が、ほぼ床面直上からの出土である。特に1132の高坪脚部はP5内部の壁面に接して出土しており、

この住居の造営時期のものと考えられる。1132の高坪脚部は長脚の基部で、坪部にはB類が接続する

可能性が高い。1134の脚部のような内替しない裾部をもつものと考えられる。1135の壷D1類の口縁

部にも内脅傾向は認められない。

所属時期

器台B類と内雪しない脚部・壷口縁部、及び長脚の高坪の存在から、I1-3期に属する可能性が高

い。

SBA31

遺構（図64、図版7）

A区のV45グリッドにあり、南西に向かってくだるやや急な傾斜（傾斜度25.0%)に立地する。

SBA30．SBA36が近隣に所在するが、切り合う遺構はない。谷側の床面が一部流失している。

隅角を丸くおさめた小型の方形で、幅2.70m、残存部の奥行き1.25mを測る。長方形か正方形かは、

判断できない。山側の壁面の立ち上がりはやや緩やかで、最大深さ25cmである。住居内の埋没は、壁

際から徐々 に進行しており、自然埋没と判断される。壁溝・主柱穴・地床炉・山側周溝は認められな

かった。

遺物（図65）

土器は、高坪A類・器台A類とB類など4個体を実測し得た。古相を呈するものが多く、斜面上部

には新相の遺構のみであることから、ほぼこの遺構に伴うものと判断した。1138の高坪脚部は、小型

の有稜高坪などに接続するものと考えられる｡器台はA類とB類が認められるが､そのうちA類の1139
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は第7章で後述する在地系の赤褐色器台である。

石器は、敵石が1点出土したに留まった。

所属時期

高坪A類・器台A類の存在から、11-1期に属する遺構と判断した。

SBA32

遺構（図66、図版11）

A区のW38グリッドにあり、南西に向かってくだる急な傾斜（傾斜度27.2%の斜面に立地する。

SBA16が近隣に所在するが、II-Ⅲ期の遺構との切り合い関係はない。A区の斜面裾部を等高線に沿っ

て西に流れる近世溝によって谷側の大部分が破壊されている。
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隅角は、やや角張った丸で、方形の平面形である。幅は3.50m、残存する奥行き0.85mを測り、小

型の住居である。山側の壁面は、37.5cmの高さで強く立ち上がる。壁溝は、残存部分を全周する。

主柱穴・地床炉または竜は不明である。山側周溝は存在しない。

遺物

土器は、小片2点が出土しているが、器種・器形の復元はできず図化していない。1I期かIⅡ期のも

のかも特定できない。

所属時期

遺構や遺物などから小時期区分はできないが、周辺の遺構の状況から判断して、II期ないしIⅡ期に

属すると考えられる。

SBA33

遺構（図67、図版11）

A区のR44グリッドにあり、南に向かってくだる急な傾斜（傾斜度34.4%)の斜面に立地する。遺

構の切り合い関係はなく、SBA34-SBA40が近隣に所在する。遺構の残存状態は比較的良好で、谷側

の床面の一部が流失しているのみである。

隅角を丸くおさめたやや大型の長方形で、幅5.15m、奥行き3.15mを測る。山側の壁面は一部崩落

しているが、強く立ち上がり、最大深さ95cmで極めて高い壁面を形成する。壁溝は山側右隅部を除い

て全周する。

住居のほぼ中央に支柱石を伴った地床炉が検出されたが、地床炉以外にも被熱痕跡のある床面がわ

ずかにある。

主柱穴は3基(P1～P3を検出したが、いずれも10cm前後の深さで、浅いものである。柱痕跡
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図68SBA33．34周辺地形図(1/200)

は直径10cmのものが認められた。住居内の埋没は、壁際から徐々に進行しており、自然埋没と判断さ

れる。

山側周溝(SDA11)は、住居の山側の掘り込みから80cmほどの間隔をあけて住居と方付を合わせて

．の字形に取り囲む。溝の|幅は掘I)方上部で約1m、深さは山側で最大45cmである。

遺物（図69～73、図版55～57．94）

土器は、多くの個体が検出され、住居内川士の34個体、山側周溝(SDA11)出土の7個体を実測し

得た｡斜面上部に立地するSBA34からの流れ込みも考えられ､その可能性が高いのは住居内②a屑から

出土した1148-1166-1170の3個体と1ll側周溝出土の7個体である。しかし、後述するようにSBA34

と本遺構は同時に造営された可能性が高く、形態からの分別はできない。

高坪は、A類(1141)とu縁部が内脅して高く立ち上がるC類(1142-1143)とが同時に存在する。

しかし、C類と共伴するA類は、古式のものに比べ11径が小さい傾向にあるようである。高坪脚部

(1144～1146)は、裾部を内替させB類の脚部に比べてやや低い。

器台はB類で、数多く出土した鉢と組み合うものと推定されるが、器台の個体数が少ない。鉢はB

類(1150～1152)とC類(1153．1154)及び小型品(1155．1156)が認められる。口縁外面に横線と

列点文の施文があり、SBA26以降の時期であることが知れる。

髪は、在地系の平底髪が主体を占める。そのなかで1157の髪はA2類に属し、外面の最終調整を櫛

条痕によるもので、条痕文系土器の最終末の一つである。髪A1類と比べると、頚部に横線文を入れ

ること、口縁端部の刻み目、「1縁内面の無文、底部外Ifllの葉脈痕で異なる。1158は、平底が接続する

C類で､、1159～1161は、同じく平底のD類である。なお、布目圧痕の認められる髪A類の底部がほぼ

床面直上から認められたが、体部や口縁部が検出されず、混入の可能性がある。台付髪の台部を2個

体（1164.1165）検出したが、体部・口縁部の形態は不明である。

壷は、口縁部に内蜜傾lhlが強く、高坪脚部と連動しているようである。1167の壷D2類は、底部に
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水平方向に貫通する穿孔があるが、その用途・機能は不明である。1168.1169は、内誉する短い口縁

部をもつもので、本遺跡ではB2類の全体の形態が知れる数少ない資料である。なお、1169には外面

に赤彩が認められる。壷A類（1171.1172）は、口縁部が外反して端部を垂下拡張させるものである。

1174は、ミニチュア土器で、高坪又は台付髪を模倣したものと思われる。

石器は、石器は、粗製刃器が2点、砥石が2点、敵石類が3点の合計7点が出土した。16は閃緑岩

製の粗製刃器である。川原篠の表皮を剥ぎ、その腹面に簡単な二次加工を施し刃部としている。17は

安山岩製の粗製刃器である。横長剥片の末端部を刃部にしたと思われる18は安山岩を用いた敵石であ

る。楕円磯の表裏両面の中央部付近および片側面に敵打痕が認められる。19は流紋岩の板状剥離材を

用いた砥石である。研磨面は6面あり、線状痕も認められる。

所属時期

高坪C類と内脅した脚裾部及び、口縁外面に横線文と列点文の施文のある鉢の存在から、1I-4期

に属する遺構と判断した。

SBA34

遺構（図74、図版11）

A区のQ46グリッドにあり、南に向かってくだる急な傾斜（傾斜度33.4%の斜面に立地する。

SBA33が近隣に所在するが、切り合う遺構はない。この住居より上の斜面には、住居は所在しない。

谷側の床面のごく一部が流失しているが、残存状態は良好である。
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7.5YR4/3褐色士（喫を含まず、しまりなし）

7.5YR4/2灰褐色士（僕を含まず、しまりなし）

7.5YR4/1褐灰色土（磯を含まず、しまりなし）

7.5YR5/2灰褐色土（磯を含まず、しまりなし）

7.5YR5/4にぶい褐色士（磯を含まず、しまりなし）
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図74SBA34実測図

隅角を丸くおさめた小型の長方形で、幅3.10m、残存部の奥行き2.30mを測る。壁面の立ち上がり

は強く、山側で最大深75cmである。住居内の埋没は、壁際から徐々に進行しており、自然埋没と判断

される。壁溝は、山側片隅部とその対称の位置の谷側片隅部にのみある。主柱穴は認められなかった

が、柱がたつべき隅部の4カ所に直径7～8cmのピットが2～3基ずつ認められ、柱は柱穴をもたず

に杭によって支えられた可能性もある。小型の住居で主柱穴が不明瞭なものは、このような方法で柱

を支えた可能性がある。

地床炉は、住居のはぼ中央に支柱石の抜き取り痕跡とともに検出された。なお、山側周溝は認めら

れなかった。

遺物（図75、図版94）

土器は、高坪C類2個体の破片と婆の頚部片を実測できたにすぎず、数は少ない。すべて床面に接

して出土している。高坪は口縁端部が不明であるがやや内脅して高く立ち上がるC類で、本住居の斜

面下に立地するSBA33出土のC類と共通するものである。

石器は、敵石類が1点出土した。20は砂岩製の小型敵石である。楕円篠の両端部に敵打痕が認めら

れる。
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図75SBA34出土遺物

所属時期

高坪C類の存在から、II-4期に属する遺構と判断した

1184

10cm
20

、

SBA35

遺構（図77、図版7）

A区のM38グリッドにあり、南西に向かってくだる急な傾斜（傾斜度27.0%)に立地するA怪〃ﾉM北クIノッfにあり、1判四に|口]かってくだる急､な1頃斜（傾斜度27．0％）に立地する。SBA15

を切っており、SBA04SBA19・SBA26が近隣に所在する。斜面のため谷側の約1/2が流失してい

る

図76SBA35周辺地形図(1/200)

5cm
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隅角を丸くおさめた方形で、残存部の幅4.40m、残存部の奥行き3.85mを測る。主柱穴の間隔から

判断して正方形の平面形と推定される。山側の壁面は、立ち上がりはやや緩やかで、最大深さ70cmで

ある。住居内の埋没は、山側の壁際から徐々に進行しており、自然埋没と判断される。壁溝は認めら

れなかった。

主柱穴は、山側の3基(P1～P3)を確認した。斜面で流失した部分に1基が存在し、本来は4

基で構成されていると推定される。地床炉・山側周溝は検出し得なかった。

遺物（図78～80、図版58-59．94

土器は、26個体を実測し得たが、斜面上部に住居跡が密集しており混入遺物が若干含まれる。層位

的には①a層出土の1186．1187．1191．1200．1203．1208の6個体は、流れ込みによる混入と考えられ

る。また、型式的に古い1190も混入の可能性がある。その他の土器は、本住居の造営期か又は廃絶直

後の同時期資料に近いものと判断される。

高坪は、A類．B類．C類及び本遺跡では出土例の極めて少ないE類．F類が認められる。これら

の内C類（1186．1187）は斜面上部の遺構からの混入と考えられるが、高坪脚部(1192.1193は裾

部を内脅させて低脚であり、本住居には本来C類が主体をなすと推定される。

器台はB類で、脚部（1199）の裾部は高坪と同様に内轡する。器台と組み合う鉢は、口縁外面に横

線文と列点文をもつ新しい様相のものである。

髪は、A2類の条痕文系の妻(1205)と、C類の在地系の婆(1204)とがある。前者は、口縁端部

に刻み目を入れ、口縁内面を無文としたもので、妻A1類からの変遷過程を知る上で良好な資料とい

える。後者は、体部外面下半に疎らなミガキ調整を最終調整として施すもので、手法的には信州地域

からの影響も伺える。

壷は、A類．B1類の広口壷とD類の小型壷が存在する。

石器は、石雛が2点、RF1点、UF1点、打欠石錘が1点、敵石類が3点、砥石1点、石Ⅱ1点の合

計10点が出土した。21はチャート製の石雛である。鋭角な先端部をもち、基部は凹状のわずかな挟り

を有するものである。22はチャート製の石雛である。先端部は尖り側縁部に肩が張った形状を呈して

いる。基部は右脚部を折損するが、「〈」の字状の深い快りが入っている。23は砂岩製の打欠石錘であ

る。楕円磯の長軸の上端部を打ち欠き、紐掛かり部を作出している。下端部には、打ち欠きの際台石

との衝撃によってできた潰れが認められる。24は流紋岩を用いた敵石である。楕円磯の表裏両面に敵

打痕が認められる。敵打痕は、両面とも中心から離れたところに位置する。25は安山岩を用いた小型

敵石である。楕円喋の長軸の上下両端部に敵打痕が認められる。26は砂岩を用いた敵石である。棒状

の喫の両端部にわずかな敵打痕がみられる。27は流紋岩を用いた石Ⅲである。自然篠を加工せずその

まま使用しており、凹状の磨面を有する。

所属時期

高坪脚部が低脚で、裾部を内営させることと、II-1期のSBA15を切ることから判断して、11-4

期と判断した。斜面上部からの混入遺物が多いが、それを除けばII-4期の一括資料として良好であ

り、標識資料の一つとして用いた。
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図79SBA35出土遺物121
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SBA36

遺構（図81）

A区のU45グリッドにあり、南西に向かってくだる急な傾斜(傾斜度27.0%)に立地する。SBA30-

SBA31．SBA37が近隣に所在するが、切り合う遺構はない。谷側床面の一部が流失している。

隅角を丸くおさめた方形で、幅4.50m、残存部の奥行き4.40mを測り、正方形の平面形と考えられ

る。山側の壁面の立ち上がりは強く、最大深さ65cmである。住居内の埋没は、壁際から徐々に進行し

ており、自然埋没と判断される。
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主柱穴は不明であるが､山側右隅部ではSBA34と同様の杭状のものであけられた小ピットが3基あ

り、主柱穴を当初からもたない構造と考えられる。床面には、多くの炭化材が放射状に分布するが遺

物は極めて少ない。住居のほぼ中央に、支柱石と考えられる川原石が床面から浮いて検出され、地床

炉の検出を試みたが認められなかった。なお、壁溝・山側周溝は、認められなかった。

遺物（図82、図版94）

土器は、1個体のみ(1211)を実測し得たが、床面直上の出土ではない。高坪C類の基部である。

石器は、石鍍が1点出した。28はチャート製の石雛である。鋭角な先端部をもち、基部には「〈」

の字状の深い快りが入る。先端部と左脚部を折損する。

所属時期

住居の平面形からII期の遺構と考えられる。高坪C類は混入と考えられ、小時期区分はできない。

SBA37

遺構（図83）

A区のT43グリッドにあり、南東に向かってくだる急な傾斜(傾斜度38.7%)に立地する。SBA33-

SBA36-SBA40などが近隣に所在するが、切り合う遺構はない。急斜面のため、谷側の床面の約1/2

以上が流失している。

隅角を丸くおさめた小型の方形で、幅3.43m、残存部の奥行き1.20mである。平面形は不明である。

山側の壁面は、砂岩の岩盤を掘り抜いており、立ち上がりは強く、最大深さ55cmを測る。住居内の埋

没は、壁際から徐々に進行しており、自然埋没と判断される。壁溝は残存部の一部のみに認められ、

全周しない。主柱穴は、山側の2基を検出したが、浅く小さなものである。地床炉・山側周溝は、認

められなかった。
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図84SBA37出土遺物

遺物（図84）

土器は、高坪B類のif部(1212)を1ｲ|古1体のみ実測し得た

【Ⅱ

所属時期

出土した高j不B類の存在から、[I 3期に属する遺構の可能性がある。

10cm

SBA38

遺構（図86）

A区のT40グリッドにあり、南西に向かってくだる急な傾斜（傾斜度44.0%)の尾根に立地する。

SBA10・SBA40が近隣に所在するが、Ⅱ．Ⅲ期の遺構との切り合い関係はない。尾根上に立地するた

め、土砂の流失が甚だし〈、岩盤を掘り込んだ部分のみが残存し、住居内に堆積したはずの埋土は流

土に置換していた。

隅角を丸くおさめた方形で、残存部分の最大te3.18m、残存部分の奥行き1.40mで、本来の規模と

平面形は不明である。山側の壁面は、ややなだらかな立ち上がりで、最大の高さは40cmである。壁溝

は、残存部分の一部で認められ全周しない。主柱穴・地床炉または竜は不明である。

Ill側周溝は、住居側の掘り方立ち上がりが流失しているが、山側の立ち上がりが認められる。これ

も本来の規模は不明である。Ill側周溝の存在から、本住居の規模は他の事例から判断してやや大型と

推定される。
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図85SBA37．38-39．40周辺地形図(1/200)
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遺物

土器・石器とも、1点も出土しなかった。

所属時期

立地と隅部の形状とから判断して、11期の遺構と考えられるが、小時期区分はできない。

SBA39

遺構（図87、図版11)

A区のS38グリッドにあり、西に向かってくだる急な傾斜（傾斜度26.2%の斜面に立地する。

SBA38が近隣に所在するが、II-Ⅲ期の遺構との切り合い関係はない。A区の斜面中段を等高線に沿っ

て西に流れる近世溝によって谷側の大部分が破壊されている。

隅角を丸くおさめた方形で、残存する幅は2.80m、残存する奥行きは2.05mを測る。住居本来の規

模・平面形は不明である。山側の壁面は、55cmの高さで強く立ち上がる。壁溝は、残存部分を全周す

る。

主柱穴は2基(PI・P2)を検出した。そのうちp1は、直径15cmの柱痕跡が認められる。地床

炉または竜は不明である。山側周溝は認められない。

遺物（図88、図版59．60）

土器は、床面直上から出土した7個体を実測した。器台は、脚裾部が外傾させたB1類の1213と内

誉させた1214のB2類とがある。1215は、脚裾部外面に横線を巡らせて内営させる手法を用いるもの
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で、SBA35に典型的に認められる。妻は、台付妻台部(1216)と平底妻1217が併存する。壷は広

口壷（1218.1219）が認められる。鉢は検出されなかった。

所属時期

脚裾部外面に横線を施して内脅させる器台の存在から、1I-4期に属する遺構と判断した。

SBA40

遺構（図89）

A区のS42グリッドにあり、南東に向かってくだる急な傾斜(傾斜度34.3%)に立地する。SBA10-

SBA33．SBA37．SBA38などが近隣に所在するが、切り合う遺構はない。急斜面であることと、斜面

中腹を流れる近世溝のため､谷側の床面の約2／3以上が流失または破壊されており、残存状態は悪い。

隅角を丸くおさめた方形で、幅4.45m、残存部の奥行き1.10mである。平面形は不明である。山側

の壁面は、砂岩の岩盤を掘り抜いており、立ち上がりは強く、最大深さ27.5cmを測る。住居内の埋没

は、壁際から徐々に進行しており、自然埋没と判断される。壁溝は認められない。主柱穴は、山側の

隅部に浅く不明瞭な2基を検出した。地床炉は流失した床面に存在したものと考えられるが、不明で

ある。山側周溝は、認められなかった。
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①10YR4/3にぶい黄褐色士(1cm角砂岩僕を含む、しまりなし）

②10YR4/4褐色士（しまりなし）

③10YR4/6褐色土（しまりなし）

図89SBA40実測図

遺物

土器は、小破片が11点出土したが、図化できなかった。I

ものである。

トーー一

胎土色調から、 11期の土器片と考えられる

所属時期

住居が高所の急斜面に立地することと隅角の形態､及び出土した土器片から11期の遺構と判断した。

小時期区分はできない。
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図90SBCG1周辺地形図(1/200)

SBC01

遺構(H91、図版12

C区のK31グリッドにあり、西に向かって比較的緩やかにくだる傾斜（傾斜度17.4%)の尾根に立

地する。SBC26が近隣に所在するが、II．ⅡI期の遺構との切り合い関係はない。尾根上に立地するた

め、土砂の流失が甚だし〈、残存状態は良好ではない。本遺構の立地は、西風の強い尾根上である点、

本遺跡で最も傾斜の強い崖に近接する点、南西に展開する平地部を見渡すことができる点で、やや特

殊といえる。

隅角を丸くおさめた方形で、ipM3.75m、残存部分の奥行き2.75mで、平ifii形は不明である。山側の

壁面は、ややなだらかな立ち上がりで、最大の高さ32.5cmである。壁溝は認められない。柱穴は不対

称の位置に2基(p1・P2)を検川したが、主柱穴にはならない。地床炉は不明である。山側周溝

は、住居側の掘り方の立ち上がりが流失しているが、山側の立ち上がりが認められる。住居を弓形に

取り囲んで山側のみを巡る形態と考えられる。

遺物（凶92、図版60．95）

土器は、層位的に埋土上部から川土した1221．1223．1224は混入の可能性が高い。1220の器台基部

と1222の髪平底が本住居に所属するものと考えられる。1220の器台は脚部の透かし孔が2段で構成さ

れており、これはSBA12に典型的に認められるものである。

石器は、石雛が1点出土した。29はガラス質安ili-Viを用いている。先端部は尖り、側縁部は肩が張っ

た形状を呈する。基部は片方の脚部を折損するが、残存するもう一方の脚部から判断すると「〈」の

字状の深い快りが入るタイプであると思われる。

所属時期

2段透かし孔の器台の存在から、II 4期に属する遺構と判断した。
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SBC02

遺構（図94、図版13）

C区のL37グリッドにあり、南に向かってくだるやや急な傾斜(傾斜度20.0%)に立地する。SBA08

を切り、SBC03の埋没後に造営されている。SBA12-SBC06に近隣する。床面の流失はなく、遺構の

残存状態は良好である。

隅角を丸くおさめたやや小型の方形で、幅3.30m、奥行き3.10mを測り、ほぼ正方形を呈する。山

側の壁面は一部に崩落があるが、立ち上がりが強く最大の高さ67.5cmである。谷側の壁面はなだらか

な傾斜であり、高さは5cm前後である。住居内の埋没は、壁際から徐々に進行しており、自然埋没と

判断される。壁溝は全周する。主柱穴は4基を確認し、その内P2～P3には直径12cm前後の柱痕跡

が認められる。地床炉は、P2とP3のほぼ中間にある土坑がそれにあたると考えられるが、支柱石

は認められなかった。床面上には、炭化材が一部に認められるが、焼失家屋かどうかは不明である。

山側周溝は認められなかった。

図93SBC02．03．05．06周辺地形図(1/200)

遺物（図95、図版95）

土器は、実測し得た6個体の内、1228が埋土上層である他はこの住居に所属する可能性が高い。高

坪は小型の有稜高坪(1225)と長脚の高坪(1226)が認められる。1226の脚裾部は1227のように内替

させたものが接続すると考えられる。壷は、D類が2点出土し、加飾のある1229は口縁端部をやや内

簿させるが、1230は外傾する口縁部である。

石器は、石雛2点、RF2点、UF1点、打製石斧1点、打欠石錘2点、砥石1点の合計9点が出土し

た。30-31は打欠石錘である。30は砂岩の届平な楕円喫の両端部を打ち欠いて紐掛かり部としている。

31も砂岩の楕円篠を用い、その両端部表裏両面から打ち欠き紐掛かり部を作出している。下端部の打

ち欠きが大きく、上端部の打ち欠きを合わせ表面のほぼ全面に剥離がみられる。32は砂岩を用いた砥

石である。不定形な砥石で、粗い石材を使用した荒砥用のものである。表面は砥面が凹み、裏面には

わずかに線状痕が認められる。
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図94SBC02実測図

所属時期

1I-1期のSBC03の埋没後に造営されていること、1I-2期のSBA08を切ること、及び内雪傾向

の強い高坪脚裾部の存在から判断して、11－4期に属する遺構と判断した。谷側の床面を形成する際

に、多量の土砂を整地土として用いている。そのことは後述するSBC03が深く陥没した状態で存在し

ていたことを意味し、II-1期と11－4期との時間差の中では竪穴住居の埋没はさして進行しないこ

と、住居の造営には旧住居の陥没は特に障害にはならないことを示すものと思われる。
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SBC03

遺構（図96、図版13）

C区のL37グリッドにあり、南に向かってくだるやや急な傾斜(傾斜度18.4%に立地する。SBC02

の谷側約2／3の床面直下に所在し､両者の床面の比高は45cm程である｡谷側の床面が一部流失するが、

残存状態は良好である。本遺跡の竪穴住居は、基本的に古い住居が浅く、新しい住居は深いが、ここ

ではその逆の現象がみられる。これは、本住居の深さがとりわけ深いことに起因するものであろう。

隅角を丸くおさめたの方形で、幅4.33m、残存する奥行き3.75mを測り、ほぼ正方形を呈する。山

側の壁面は一部をSBC02によって破壊さているが、最大80cmの高さでほぼ垂直に立ち上がる。住居内

の埋没は、壁際から徐々に進行した後、一度に均一の多量の士が人為的に入れられその上面がSBC02

の床面となる。自然埋没がある程度進行した後、SBC02の造営に伴い掘り抜き排士を用いて整地され

たものと考えられる。

壁溝は検出した床面をほぼ全周するが、谷側で分岐して床面を不規則に横切る排水溝に続く。主柱

穴は3基を確認したが、その内p1とP3は床面から60cmの深さがある。地床炉は、住居のほぼ中央

に支柱石を伴って検出された。この地床炉の内部には、一辺30cm前後の砂岩が詰め込まれており、地

床炉の土坑底面に密着していることから、住居の廃絶時のものと推定される。床面上には、炭化材が

ごく一部に認められるが、焼失家屋ほどの量ではない。なお、山側周溝は、存在した可能'性もあるが、

SBC02・SBA08などの住居によって切られており、不明である。

遺物（図97、図版60．61．95）

土器は、11個体を実測し得た。これらはすべてSBC02の整地士の下層の自然埋没層から出土してお

り、本住居に所属する可能性が高い。高坪はA類が認められ(1231、脚裾部は1234のように外反する

ものが連接すると考えられる。器台はB類が認められ、鉢は1235のような平底の小型品がみられる。

妻は口縁端部にわずかな段をもつC類（1239）が、壷は口縁外面に横線を巡らせるC1類(1240が

伴う。

石器は、石雛1点、掻器11点、喫形石器1点、RF1点の合計4点が出土した。33はチャート製の

石嫉である。左の脚部を折損する。先端角が45.という鋭角な先端部をもち、基部は挟りの部分が直線

状を呈している。34はチャートを用いた模形石器である。ハンマーによる加撃と、対象物からの反作

用によってできた一対の剥離痕が認められる。

所属時期

I1-4期のSBC02が本住居を埋没させて造営していること、11-2期のSBA08が近接しており上

屋構造が重複する位置にあること、高坪A類が床面から出土することから判断して、II-1期に属す

る遺構と推定される。この地点は、竪穴住居跡が最も密集する地点の一つであるが、集落の形成が開

始される11－1期からすでに密集傾向にあり、本住居の他にSBA15-SBA22が近接して同時に存在し

たものと推定される。
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SBC05

遺構（図98、図版14）

C区のL35グリッドにあり、南に向かってくだる急な傾斜（傾斜度35.3%に立地する。SBC17を

切って掘削されている。近隣にはSBA26．SBCO6・SBC26などが所在する。谷側の床面の1/2以上

が流失するが、残存状態は良好である。

隅角を丸くおさめた方形で、幅4.00m、残存する奥行き1.65mを測る。住居の平面形は不明である。

山側の壁面は砂岩の岩盤を掘り抜いて強く立ち上がり、最大62.5cmである。住居内の埋没は、壁際か

ら徐々に進行しており、自然埋没と考えられる。壁溝は検出した床面をほぼ全周する。主柱穴は2基

を確認した。その内p1は床面から63cmの深さで岩盤を掘り抜く。地床炉は、谷側の流出した斜面部

分に被熱痕跡が認められ､地床炉に伴う浅い士坑の底面のみがかろうじて残存したものと考えられる。

支柱石は認められない。床面上には、炭化材が一定方向に並ぶように検出されたが、焼失家屋ほどの

量ではない。なお、山側周溝は認められなかった。
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遺物（図99）

土器は、7個体を実測し得た。床面直上のものでこの住居に所属すると考えられるが、破片が多い。

高坪は、1242.1243の有稜高坪脚部と、1244の長脚で裾部が内簿する高坪脚部が認められる。鉢は、

口縁外面に横線を巡らせるB類(1245)と口縁端部に刻みを入れるB類(1247)がある。1246は、〈

の字に直線的に外傾する口縁部をもつもので、小型であるため鉢D類）と判断したが、体部が深く

小型の妻(D類）の可能性もある。1248は、口縁部を内替させる壷D2類と考えられる。

石器は、石雛1点、敵石類1点、砥石1点の合計3点が出土した。

所属時期

脚裾部が内雪する高坪、口縁部が内轡する壷の存在から、11－4期に属する遺構と推定される。

SBC06

遺構（図100、図版14

C区のK35グリッドにあり、南に向かってくだる急な傾斜（傾斜度29.2%)に立地する。SBC17に

切られている。近隣にはSBCO2・SBCO3・SBC05・SBC26などが所在する。砂行1号古墳に近く、本

遺跡では最も高所に位置する住居の一つである。谷側の床面の1／3以上が流失し、一部をSBC17に

破壊されているが、残存状態は比較的良好である。

隅角を丸くおさめた大型の方形で、幅5.75m、残存する奥行き2.35mを測る。住居の平面形は不明

である。山側の壁面は砂岩の岩盤を掘り抜いて強く立ち上がり、最大の高さは60cmである。住居内の

埋没は、壁際から徐々に進行しており、自然埋没と考えられるが、上層は斜面上部からの流士に一部

置換していた。

壁溝は検出した床面を全周する。主柱穴は2基(PI・P2を確認した。共に床面から深く岩盤

を掘削しており、50～55cmの深さがある。柱痕跡は認められなかった。住居のほぼ中央に被熱痕跡が

あり、地床炉の痕跡と考えられるが、支柱石は認められない。

山側周溝は、住居側の立ち上がりが流失しており幅や深さは不明であるが、山側に．の字状に住居

を取り囲む掘り方が検出された。岩盤の質が様々に変化する地点であるためか、掘り方の形状はやや

歪である。

遺物（図101）

土器は、7個体を実測し得たが、その内1250の脚部のみは上層であり混入の可能性がある。器台は

B類(1249)、鉢はB類の口縁外面に横線が巡るもの(1251)、髪は口縁端部に段をもたないD類(1253)、

壷は頚部に波状文をもつB類（1255）が認められる。

石器は、敵石類が1点出土した。

所属時期

11－4期のSBC05に切られた後述するSBC17にさらに切られていることと、器台B類の存在から

判断して、II-2期に属する可能性がある。
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SBC10

遺構（図103、図版14)

C区のQ30グリッドにあり、南東に向かってくだるやや急な傾斜（傾斜度20.0%)に立地する。

SBC30．砂行3号古墳･砂行火葬墓が近隣に所在するが、切り合い関係はない。谷側の床面の約1/2

が流失しているが、残存状態は比較的良好である。

隅角を丸くおさめた小型の方形で、ipS3.05m、残存する奥行き2.05mを測る。住居の平面形は不明

である。山側の壁面は砂岩の岩盤を掘り抜いて強く立ち上がり、最大の高さ42.5cmである。住居内の

図lO2SBClO・’2周辺地形図(1/200)
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埋没は、壁際から徐々に進行しており、自然埋没と考えられる。壁溝は検出した床面を全周する。主

柱穴は認められなかったが､小型の住居であるためSBA34のような杭による支えで柱を立てる方法を

採った可能性があり、当初から存在しないものとも考えられる。地床炉は検出した床面の谷側寄りに

あり、支柱石を伴って床面に被熱痕跡が認められる。床面上には、炭化材が少量分布するが、焼失家

屋かどうかは判断できない。

なお、山側周溝は認められなかった。

遺物（図104、図版95

土器は、5個体を実測し得たが、埋土上層から出土した1257の器台と1258の鉢B類は、混入の可能

性がある。器台はB類（1256)、壷はC2類1259)とB1類(1260)が認められる。1259の長頚壷口

縁部は、外面に横線を巡らせて内雪させる手法を採り、SBA26出土の1127に近い形態である。

石器は、UF1点、敵石類2点の合計3点が出土した。35は流紋岩の楕円篠を用い、その両端部に敵

打痕が認められる。小型の敵石で堅果類の殻割りなど製粉作業に使用したものと推測される。36は安

山岩の肩平な楕円磯を用い、その両側縁および下端部に敵打痕がみられる。また、表裏両面には磨痕

が認められる。

所属時期

遺構の切り合い関係と良好な土器資料がないため、明確にできないが、内雪する口縁部をもつ壷の

存在から、II-3期に属する可能性がある。
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SBC12

遺構（図105、図版14）

C区のP33グリッドにあり、南東に向かってくだる急な傾斜(傾斜度30.8%)に立地する。SBC14-

SBC23-SBC30が近隣に所在するが、切り合い関係はない。谷側の床面の約1/2が流失するが、残存

状態は良好である。

隅角を丸くおさめた小型の方形で、幅3.50m、残存する奥行き2.15mを測る。住居の平面形は不明

である。山側の壁面は強く立ち上がり、最大の高さ65cmである。住居内の埋没は、壁際から徐々に進

行しており、自然埋没と考えられる。壁溝は検出した床面を全周する。主柱穴は認められないが、直

径の小さな穴が不規則にあり、杭による支えで立てる柱であった可能性がある。地床炉は検出した床

面の谷側寄りにあり、支柱石を伴っている。床面上には、炭化材が少量分布するが、焼失家屋かどう

かは判断できない。なお、山側周溝は認められなかった。

遺物（図106、図版61．95）

土器は、9個体を実測し得たが、その内埋土上層の1265.1269の2点は混入の可能性がある。高坪

B類、器台B類、鉢B類、妻D類が認められる。1261の高坪は、坪部の段から口縁部を短く直線的に

外傾させて立ち上げ、脚部は長脚で裾部を大きく内替させる。1262.1263の器台は、脚裾部を外反さ

’
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せるもので形態は共通するが、法量が大きく異なり、上にのせる器種によって分化している可能性も

ある。1264の鉢は、口縁外面に横線を巡らせるものでII3期以降の特色をもつ。1266の髪は、口縁

端部に刻み目を入れ、口縁部を直線的に外傾させて段を形成せず、頚部の文様帯は列点文のみを施す

もので、II期でも後半に位置付くものである。底部は1267.1268のような平底と考えられる。

石器は、石錐1点、削器1点、掻器I1点、喫形石器1点の合計4点が出土した。37はチャート製

の石錐である。先端部をやや折損するが、両側縁からの調整により錐状の突出した機能部を作出して

いる。錐部は1カ所。平面形は概ね三角形で、錐部と基部との境は不明瞭である。38はチャート製の

掻器Iで､ある。片面調整により、直線状の刃部を作出している。表面には自然面を残す。

所属時期

高j不B類、脚裾部の外反する器台B類、口縁外面に横線文を巡らせる鉢の存在から、II-3期に属

する遺構と推定される。

SBC14

遺構（図108、図版14)

C区のN34グリッドにあり、南東に向かってくだる急な傾斜（傾斜度29.9%)の斜面に立地する。

遺構の切り合い関係はなく、SBC26-SBC19などが近隣に所在する。谷側の床面の1/3程が流失して

いるが、遺構の残存状態は比較的良好である。

隅角を丸くおさめた方形で、幅4.20m、奥行き2.40mを測る。山側の壁面は、強く立ち上がり、最

大深さ60cmである。壁溝は左側壁部を除いて全局する。検出した床面には地床炉は認められなかった。

炭化材は極少量が検出されている。

主柱穴は2基（P1・P2）を検出し、いずれも深さ45cm前後に砂岩の岩盤を掘り込んでいる。柱

図107SBC14周辺地形図1/200)
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痕跡は認められなかった。住居内の埋没は、壁|祭から徐々に進行しており、自然埋没と判断される。

Ill側周溝は、住居側の立ち上がりが流失していたが、Ill側の掘り方が．の字状に認められた。

遺物（図109．110、図版61．62．95）

土器は、18個体を実測し得たが、①a層から出土した1271-1285は、斜面上部からの混入の可能性が

ある。高坪は、坪部の段からやや内脅して長く立ち上がるもの（1270）が認められるが、脚部はおそ

ら<1275のような2段透かしの長脚に接続すると考えられる。短脚の商坪（1272.1273）も認められ

るが、坪部の形状は不明である。1276の鉢はC類で、口縁部を長く外傾させ端部にわずかに受口状に

段を設ける。髪は、B類（1277）とC類（1278.1279）が認められ、B類は短く外反させた口縁部に

明瞭な段を設けて受n状とするもので、周辺地域からの搬入〃,で、1281のような台が付くと考えられ

る。C類は長く外傾した口縁に不明瞭な端部の段をもつ平底のもので、1278は大型の粗製品で口縁部

や頚部に文様帯をもたない。壷はA類(1284)．B類(1286-1287)の広口壷とD類(1283)の小型壷

とが認められる。1284には赤彩があるが、やや粗製で小型占尚である。

石器は、石雛2点、敵石類2点の合計4点が川土した。39は安山岩の円喋を用い、表面および両肩

の部分に鼓打痕がみられる。表面の敵打痕はわずかであるが、両肩の部分には激しい敵打痕が認めら

れる。また、表裏両面に磨痕が観察できる。

所属時期

高坪C類、裾部が内雪する脚部の存在から、Ⅱ－4期に属する遺構と推定される。

SBC16

遺構（図112、図版15

C区のP24グリッドにあり、西に向かってくだる急な傾斜（傾斜度30.0%)に立地する。SBC27-

図IllSBC16周辺地形図(1/200)
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SBC31が近隣に所在するが、切り合い関係はない。谷側の床面の約1/2が流失し、床面や壁面の風化

が激しく残存状態は良好ではない。

隅角を丸くおさめた方形で、幅4.15m、残存する奥行き2.75mを測る。住居の平面形は不明である。

山側の壁面は崩落によってややなだらかであるが、最大の高さ45cmである。住居内の埋没は、壁際に

流入士がわずかに入った後、一度に黒褐色士が堆積しており、自然埋没と考えられるがやや不自然で

はある。壁溝・地床炉は検出した床面には認められない。主柱穴は2基を検出したが、砂岩の岩盤を

10～15cm掘り込んだ浅いものである。なお、山側周溝は認められなかった。

遺物（図113）

土器は、高坪坪部片1点を実測し得たが、①層からの出土であり混入の可能性が高い。

所属時期

住居の隅角の形状から、II期の遺構と考えられるが、小時期区分はできない。
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SBC17

遺構（図115、図版14)

C区のL35グリッドにあり、南東に向かってくだる急な傾斜（傾斜度31.3%)に立地する。SBC06

を切り、SBC05に切られる。ただし、SBC05との切り合い関係は、谷側床而の流失で不明瞭であった。

行側の床而の約2／3が流失している。

隅角を丸くおさめた方形で、幅4.20m、残存する奥行き1.73mを測る。住居の平面形は不明である。

山側の壁面は砂岩の岩盤を掘り抜いて強く立ち上がり、最大30cmである。住居内の埋没は、床に平行

図114SBC17周辺地形図(1/200)
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に上下2層の流土からなり、埋没後に置換しているようである。壁溝は検出した床面をほぼ全周する。

主柱穴は深さ20～25cmの2基(PI-P2)を確認した。残りの2基は流失している。地床炉は、検

出した床面の谷側端部に支柱石を検出したが、被熱痕跡や土坑は認められなかった。しかし、p1と

P2の間に、三日月状に砂岩の岩盤を掘り残した高まりがあり、高まりで囲まれた中に炭化物の入っ

たピットが検出されている。これが地床炉本体かどうかは他に類例がなく不明である。なお、山側周

溝は認められなかった。

遺物（図116)

土器は、床面直上から出土した1点のみを実測し得た。髪D類の口縁部片で、頚部に横線が巡る。

石器は、つまみ部付きスクレイパーが1点出土した。

所属時期

良好な土器資料がないが、I1

－3期に属する可能性が高い。

2期のSBC06を切り、II 4期のSBC05に切られることから、II

SBC19

遺構（図118、図版15)

C区の036グリッドにあり、南東に向かってくだるやや急な傾斜（傾斜度20.7%)に立地する。遺

構の切り合い関係はなく、SBA26.SBC14･SBC23が近隣に所在する。谷側の床面の1/3以上が流失

図117SBC19．23．24周辺地形図(1/200)
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②10YR2/2黒褐色土(0.3～0.5cmと10cm角砂岩蝶を少量含む、

炭化物・炭化粒が点在し、比較的しまりなし）

③10YR2/3黒褐色土（①と色調は同じであるが磯を含まず、しまり有り）

図118SBC19実測図

2m0

している。

隅角を丸くおさめた小型の方形で、幅3.40m、残存部の奥行き2.35mを測る。住居の平面形は不明

である。山側の壁面はほぼ垂直に立ち上がり、最大深さ35cmである。壁溝は、認められなかった。住

居のほぼ中央にあたる位置の、深さ10cm前後の浅い士坑が地床炉の可能性が高いが、支柱石は検出さ

れていない。

主柱穴は深さ約12cmに掘り込まれた2基を検出したが、その内p1の近辺には直径5cmの小穴が3

基あり、杭状の支えと推定される。住居内の埋没は、壁際から徐々に進行しており、自然埋没と判断

される。なお、山側周溝は認められなかった。

遺物（図119.120、図版62．95）

土器は、21個体を実測し得たが、これらの内①層から出土した1293．1294．1299．1300．1305の5

個体は、斜面上部の遺構からの流れ込みと考えられる。

高坪はA類(1290.1291)とB類(1292があり、脚部は長脚が接続すると考えられる。しかし、

坪部の形状は不明ながら脚裾部に横線を巡らせた低脚(1295も存在する。これは、内誉傾向になく、

横線を巡らせる初期のものと考えられる。器台はB類のみで、脚裾部の内雪は特に認められない。鉢

は口縁外面に加飾のないB類（1303）がほぼ完形で出土している。1304の髪は、長く外傾した口縁端

部をつまみ上げて段を形成したC類で、平底の在地系のものである。壷は、B類．C類．D類が認め

られるが、口縁部に内脅傾向はない。

石器は、削器1点、敵石類6点の合計7点が出土した。40はチャート製の削器である。刃部は2力
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所で、片面調整による直線状の刃部1カ所と両面調整による外管状の刃部1カ所である。41は砂岩の

棒状僕を用い、その両端部にわずかな敵打痕がみられる。

所属時期

高坪がA類を主体としつつB類が伴うこと、脚裾部や壷口縁部に内脅傾向が認められないこと、鉢

口縁外面に横線と列点文の文様帯がないことから判断して、11-2期に属する遺構と推定され、土器

資料が良好なことから、この時期の標識資料とした。

SBC23

遺構（図121、図版15）

C区のP34グリッドにあり、南東に向かってくだる急な傾斜(傾斜度34.8%)に立地する。SBC12-

SBC19'SBC24が近隣に所在するが、切り合い関係はない。谷側の床面の1/2以上が流失し、残存状

態は良好とはいえない。

隅角を丸くおさめた小型の方形で、幅3.23m、残存する奥行き1.30mを測る。住居の平面形は不明

である。山側の壁面は崩落でなだらかとなり、最大の高さ20cmが残存する。住居内の埋没は、壁際か

ら徐々 に進行しており、自然埋没と考えられる。壁溝は認められない。主柱穴はやや浅めの2基を検

出した。地床炉は検出した床面には認められない。なお、山側周溝は認められなかったが、住居の山

8 jO巳
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①10YR3/3暗褐色士(0.5cm角砂岩喫を含む、しまりなし）
②10YR2/2黒褐色土(0.5～1cm角砂岩喫を①より多く含む、しまりなし）
③a10YR2/3黒褐色士(0.5cm角砂岩喫を含む、炭化粒ごく少量含む、しまり有り）
③b10YR3/4暗褐色士(0.2～3cm角砂岩磯を少量含む、しまりなし）
③c10YR4/4褐色士（篠を含まず、しまりやや有り）
④a10YR3/4暗褐色士(0.2～3cm角砂岩蝶を含む、しまりやや有り）
④b10YR7/6明黄褐色士（しまりなし）

四
つ
。
つ
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図121SBC23実測図
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図122SBC23出土遺物

側に．の字状のテラスが方位をずらして掘削きれいる。このテラスは床面の傾斜が強く、住居とは判

断しなかったが、平面形から考えて別の住居の一部の可能性もある。

遺物（図122）

土器は、6点を実測し得たが、そのすべてが住居埋士の上層（①．②層）からの出土で、斜面上部

の遺構からの混入の可能性が強い。11期の土器ばかりで、器台B類・妻D類・壷C2類・壷D2類な

どがあり、口縁部の内替傾向が強い。

石器は、UFが1点出土した。

所属時期

住居の平面形からII期の遺構と考えられるが、良好な土器資料が得られず小時期区分はできない。

SBC24

遺構（図123、図版15）

C区のR33グリッドにあり、南東に向かってくだる急な傾斜(傾斜度29.0%に立地する。SBC12-

SBC23．砂行3号古墳が近隣に所在するが、切り合い関係はない。谷側の床面の1/3が流失するが、

残存状態は良好である。

隅角を角張らせた方形で、幅4.20m、残存する奥行き2.30mを測る。住居の平面形は不明である。

山側の壁面は強く立ち上がり、最大の高さ57.5cmである。住居内の埋没は、壁際から進行しており、

自然埋没と考えられる。壁溝は検出した床面を全周する。主柱穴は浅く不明瞭な2基が認められる。

壁溝が山側を全周することから竜は存在せず、地床炉であったと考えられるが、床面が流失した谷側

に認められる浅い土坑がそれにあたる可能性が高い。床面上には、山側左隅部を中心に炭化材が分布

するが、焼失家屋かどうかは判断できない。なお、山側周溝は認められなかった。

遺物（図124、図版95）

土器は、床面直上から出土した4個体を実測し得た。すべてⅢ期に属するもので、高坪G類2個体・

髪H類2個体がある。

c、
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①a10YR2/2黒褐色士(1cm角砂岩操を含む、しまりなし）

①b10YR3/4暗褐色士（磯を含まず、しまりなし）

①c10YR3/3暗褐色士（篠を含まず、しまりなし）

②10YR3/3暗褐色士(0.5cm角砂岩篠を含む、炭化物・炭化粒が点在する、しまりなし）

③a10YR3/4暗褐色士(0.5～1cm角砂岩篠を含む、炭化材が、床直上に横たわる）

③b10YR4/3にぶい黄褐色土（磯を少量含む、しまりなし）

図123SBC24実測図
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図124SBC24出土遺物
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石器は、掻器1点、UF1点、イiⅢ1点、砥石lﾉ'',が出土した。42は砂岩を用いた石皿である。多く

の部分を欠損するが機能部はわずかにI"lんでいる。l'|然の凹みを利川したものと思われる。

所属時期

隅角を角張らせた住居の平lAl形から、Ⅲ期の遺構と判断した。童と須恵器を伴わないこと、高杯の

坪部に段をもつこと、髪Hの11緑部が外艇して立ち上がることからt-IJ断して、IⅡ－1期に属すると推

定される。

SBC25

遺構（図126,1ﾇ1版15)

C区のJ37グリッドにあり、南東に向かってくだる急な傾斜(傾斜度25.0%)に立地する。海抜88.

70mに床面があり、本遺跡で最も高所に所在する。SBA08SBC06が近'嫌に所在するが、切り合い関

係はない。谷側の床面の約1/2が流失し、岩盤を掘り込んだ部分を残すのみで、残存状態は不良であ

る。

隅角を丸くおさめた小型の方形で、te2.90m、残ｲfする奥行き1.10mを測る。住居の平面形は不明

である。Ill側の壁面は砂瑞の岩盤を掘り抜いているが、風化と流失でなだらかとなり、最大の高さ25

cmである。住居内の埋士は、ビットと壁溝を除いて完全に流土に置換している。おそらく砂行1号古

墳築造によって尾根上に改変が加わり、その結果生じた土砂流出によると考えられる。壁溝は検出し

た床面を全周する。主柱穴は住居の規模に似合わなく大きい3基を確認したが、岩盤掘り込みのもの

で誤認はない。地床炉は確認できず、Ill側周満はI恩められない。

遺物

土器は、II期の細片が2点Ⅲ土したのみで、実測できなかった

図125SBC25周辺地形図(1/200)
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図126SBC25実測図

所属時期

遺構の切り合い関係と良好な土器資料がないため、明確にできないが、遺構の立地、住居の平面形、

出土した土器細片から判断して、II期の遺構と考えられる。小時期区分はできない。

SBC26

遺構（図128）

C区のL33グリッドにあり、南東に向かってくだる尾根上の傾斜（傾斜度19.1%)に立地する。近

隣にはSBC01・SBC05・SBC()6．SBC17などが所在する。谷側の床面の1/3以上が流失し、砂岩の

岩盤を掘り抜いた部分のみが残るもので、残存状態は不良である。

隅角を丸くおさめたの大型の方形で、Ipi5.50m、残存する奥行き1.80mを測る。住居の平面形は不

'I

’

図127SBC26周辺地形図(1/200)
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図128SBC26実測図

科ﾐぷ』告_、
図129SBC26出土遺物

明である。山側の壁面は砂岩の岩盤を掘り抜くが、崩落がありなだらかで、最大の高さは35cmである。

住居内の埋士はSBC25同様、ピットと壁溝を除いて完全に流士に置換している。壁溝は検出した床面

を全周する。主柱穴は岩盤を40cmほど掘り込んだ2基（P1・P2）を確認したが、柱痕跡は認めら

れなかった。地床炉・支柱石は不明である。山側周溝は、認められなかった。

遺物（図129）

土器は、平底雲の底部片(1321)が流士内から出土している。本住居に属するかどうかは不明であ

る。

所属時期

住居の立地・平面形、出土した土器片から判断して、11期の遺構と推定されるが、小時期区分はで

きない。

SBC27

遺構（図131、図版15）

C区の023グリッドにあり、南西に向かってくだる急な傾斜(傾斜度31.3%に立地する。SBC16-

SBC31が近隣に所在するが､切り合い関係はない。谷側の床面の約1/2がA区から連続して斜面の裾

部を巡る近世溝によって破壊されており、残存状態は不良である。
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図131SBC27実測図

隅角をやや角張らせた小型の方形で、te2.18m、残存する奥行き1.18mを測る。住居の平面形は不

明である。山側の壁面は強く立ち上がり、最大の高さ35cmである。住居内の埋没は、壁際から徐々に

進行しており、自然埋没と考えられる。

壁溝は認められず、主柱穴は山側の2基を確認したが、柱痕跡は不明である。地床炉または竜は不

明である。なお、Ill側周溝は認められなかった。

遺物（図132）

土器は、1個体を実測し得た。高坪B類の上f部で埋士上層から出土しており、本住居に伴うものか

どうかは不明である。
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図132SBC27出土遺物

所属時期

遺構の切り合い関係と良好な士器資料がないため、明確にできないが、II期の遺物の出土からⅡ期

の遺構と考えたい。小時期区分はできない。

SBC28

遺構（図134)

C区のU25グリッドにあり、南西に向かってくだる急な傾斜（傾斜度30.2%)に立地する。SBC29

が近隣に所在するが、IIIⅡ期の遺構との切り合い関係はない。斜面裾部を巡る近世溝によってIll側

隅角部の壁面が破壊され、谷側は床面の1/3以上が急斜面のため流失しており、残存状態は不良であ

る。

隅角を丸くおさめた小型の方形で、幅3.00m、残存する奥行き1.15mを測る。住居の平1m形は不明

である。Ill側の壁面は崩落してなだらかで、最大の高さ20cmである。住居内の埋没は、壁|祭から進行

しており、自然埋没と考えられる。壁溝は左側壁部を除いて巡る。主柱穴は認められなかったが、直

径5c畑ほどの小穴が主柱六の位置にあり、杭状の支えによるものである可能性がある。地床炉または

竜は不明である。なお、Ill側周溝は認められなかった。
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一一

図133SBC28．29周辺地形図(1/200
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遺物（図135、図版63）

土器は、5個体を実測し得たが、埋士上層から出土した1324.1327は混入の可能性がある。1323の

高坪は坪部の段の径が大きくB類と考えられ、脚部は外反する裾部をもつ長脚である。1325の妻は、

口縁部に段をもつが口縁部が長く外傾しておりC類に属す。おそら<1326のような平底に接続する在

地の髪と考えられる。

石器は、砥石が1点出土した。

所属時期

住居の平面形と出土土器の特徴から、11-3期の遺構と推定される。

SBC29

遺構（図136

C区のU27グリッドにあり、南に向かってくだるやや急な傾斜（傾斜度24.9%に立地する。他の
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遺構との切り合い関係はなく、SBC28-SBC35が近隣に所在する。谷側の床面の約1/3が流失してい

る。

隅角をやや角張らせた方形で、幅4.25m、残存部の奥行き3.45mを測る。住居の平面形は不明であ

る。山側の壁面は崩落によりややなだらかで、最大深さ60cmである。壁溝は、山側のみを巡る。地床

炉・支柱石は不明であるが、床面のほぼ中央に15cmの浅いピットP3が検出され、地床炉の痕跡

とも考えられる。

主柱穴は深さ15～20cmに掘り込まれた山側の2基（P1・P2）を検出した。住居内の埋没は、壁

際から徐々に進行しており、自然埋没と判断される。なお、山側周溝は認められなかった。

遺物（図137.138、図版63）

土器は、14個体を実測し得たが、これらの内①層から出土した1328の高坪B類．1331の器台A類．

1340の壷D類の4個体は、斜面上部の遺構からの流れ込みの可能'性がある。なお、1331の器台A類は、

赤褐色の胎士による器台で、条痕文系の受口状口縁鉢と共に在地で製作されたものと考えられるもの

で、外面に赤彩が認められる。

1329の高坪は、坪部の段から長く内脅しながら立ち上がる口縁部をもつC類で、脚部は2段透かし
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の長脚に連接する。1330の高坪は、坪部の形状は不明であるが、短脚で裾部に内替傾向がみられる。

器台はB類が1点（1332）出土している。1333の鉢は条痕文系受口状口縁鉢で、頚部から体部にかけ

て縦方向の櫛条痕が施される。一方1334の鉢は内脅しつつ長く外傾した口縁部をもつもので、条痕文

系の色彩はない。口縁外面には横線文と列点文の施文があり、II期の後半に位昌置づくことが知れる。

髪はA2類の条痕文系髪(1339)、口縁部が長く外傾する髪C類(1335-1336)及び口縁部がくの字に

直線的に開く髪D類（1337）が認められる。1339の条痕文系髪は、頚部にくびれがやや明瞭にみられ

る点で髪Al類やSBA35出士の髪A2類とは異なり、SBA33出土の髪A2類に近い。1335-1336の髪

は、おそらく1338のような平底に連接するもので、在地系のものである。1341の壷は、B類の広口壷

で、口縁端部を肥厚させるが加飾はない。

所属時期

高坪がC類であること、高坪脚部が短く内雪するものがみられること、鉢口縁部に横線と列点文の

文様帯をもつことから判断して、11－4期の遺構と考えられる。SBA33-SBA35と共に、条痕文系土

器の最終末の様相を示す資料である‘

SBC30

遺構（図140、図版16)

C区のP31グリッドにあり、南東に向かってくだる急な傾斜(傾斜度:;o.0%)に立地する。SBC10-

SBC12-砂行火葬墓が近隣に所在するが、切り合い関係はない。谷側の床面の1/2以上が流失し、残

存状態は不良である。

隅角を丸くおさめた小型の方形で、幅3.08m、残存する奥行き1.15mを測る。住居の平面形は不明

である。Ill側の壁面は強く立ち上がり、最大の高さ40cmである。住居内の埋没は、壁際から徐々に進

行しており、自然埋没と考えられる。壁溝は、左側壁部を除いて巡る。主柱穴は山側の2基(P1-

図139SBC30周辺地形図(1/200)
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図140SBC30実測図

P2)が認められるが、深さは10cmほどの浅いものである。小型住居に特有の杭状支えの痕跡は認め

られない。地床炉・支柱石は不明である。床面上には、炭化材が少量分布するが、焼失家屋かどうか

は判断できない。なお、山側周溝は認められなかった。

遺物

土器は、胎士からII期に属すると考えられる細片が30点出土したが、図化できなかった。

所属時期

住居の隅角の形状と、出土した土器片から判断して11期に属する遺構と判断した。小時期区分はで

きない。

SBC31

遺構（図141、図版15）

C区のP23グリッドにあり、西に向かってくだる急な傾斜（傾斜度32.7%)に立地する。SBC16．

SBC27が近隣に所在するが、切り合い関係はない。谷側の床面の約2/3が流失し、床面や壁面の風化

が激しく残存状態は良好ではない。

隅角を丸くおさめた方形で、幅4.75m、残存する奥行き1.50mを測る。住居の平面形は不明である。

山側の壁面は崩落によってややなだらかであるが、最大の高さ37.5cmである。住居内の埋没は、褐色

砂質士の流土による単一層で、本来の埋士はすべて流失して斜面上方からの流土に置換したものと考

えられる。

壁溝・地床炉・主柱穴は検出した床面には認められない。また、山側周溝も認められなかった。
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図142SBC31出土遺物

遺物（図142）

土器は、小片が9点出土し、その内の2点を図化した。床面に接して出土したもので、器台B類の

受け部（1342）と高坪又は器台脚部（1343）である。

所属時期

住居の隅角の形状から、I1期の遺構と考えられるが、遺構の切り合い関係や良好な土器資料がなく

小時期区分はできない。

SBC32

遺構（図143）

C区のM29グリッドにあり、西に向かってくだるやや急な傾斜（傾斜度22.7%)で、西風にさらさ

れる尾根上に立地する。SBC01・SBC39がやや離れて所在するが、遺構の切り合い関係は認められな

い。谷側の床面の2／3以上が流失し、床面や壁面の風化が激しく残存状態は極めて不良である。

隅角を丸くおさめた方形で、残存する幅3.13m、残存する奥行き0.70mである。住居の平面形は不

明である。山側の壁面は崩落によってややなだらかで、最大の高さ12.5cmである。住居内の埋没は、

上層の暗褐色士が流土として斜面上部から流れ込んでおり、埋土の置換が認められる。壁溝は、残存

する部分を全周する。地床炉・主柱穴は、不明である。また、山側周溝は認められなかった。



第1節弥生時代～古墳時代の遺構と遺物157

、

一一十一辻’

L
B

Z
〃

10YR3/4暗褐色土

(2cm角砂岩礁を少量含む、しまりやや有り）

<|(D10YR4/6褐色土（03~0..Km角砂器喋を含む、しまりｲjり<

=一口一一

図143SBC32実測図

遺物

土器は、1点も出土しなかった。

石器は、敵石類が1点出土した。

_…

0

_］
B′

83．00

所属時期

住居の立地と隅角の形状とから、Ⅱ期の遺構と考えられるが、小時期区分はできない。

2m

SBC33

遺構（図145、図版16）

C区のU31グリッドにあり、南に向かってくだるやや急な傾斜(傾斜度24.4%)に立地する。SBC34-

SBC35．砂行3号古墳が近|灘に所在する。II-III期の遺構と切り合い関係はないが、斜1m裾部を巡る

近世溝が上層を通り、それを掘りあげた後に検出されている。谷側の床面がわずかに流失するが残存

図144SBC33．34．35周辺地形図(1/200)
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状態は比較的良好である。

隅角を角張らせた小型の方形で、幅2.98m、残

存する奥行き1.85mを測る。住居の平面形は不明

である。山側の壁面は崩落がありやや緩やかに立

ち上がり、最大の高さ37.5cmである。住居内の埋

没は、壁際から進行しており、自然埋没と考えら

れる。壁溝は認められない。主柱穴は浅く不明瞭

な4基が認められる。地床炉は認められず、山側

壁面の中央に被熱痕跡のある突出が認められ、竜

の袖の痕跡である可能性がある。なお、山側周溝

は認められなかった。

010cm
陰一一→

図146SBC33出土遺物

遺物（図146、図版63）

土器は、床面直上近くから出土した高坪1個体のみを実測し得た。坪部に段をもち、脚部を屈折脚

とするG類である。

石器は、RFが1点出土した。

所属時期

隅角を角張らせた住居の平面形と、高坪G類の存在から、Ⅲ期の遺構と判断した。須恵器を伴わな

いこと、高坪のj不部に段をもつことから判断して、Ⅲ－1期に属すると推定される。
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SBC34

遺構（図147、図版16）

C区のU33グリッドにあり、南に向かってくだるやや緩やかな傾斜（傾斜度17.2%)に立地する。

SBC33．水場遺構が近隣に所在するが、切り合い関係はない。谷側の床面の約1/2が流失し、壁面の

崩落もあり残存状態は良好とはいえない。

隅角を丸くおさめた小型の方形で、幅2.30m、残存する奥行き1.30mを測る。住居の平面形は不明

である。山側の壁面は崩落があり緩やかに立ち上がり、最大の高さ30cmである。住居内の埋没は、壁

際から進行しており、自然埋没と考えられる。壁溝は認められない。柱穴は壁際に浅い1基を検出し

たが、主柱穴かどうかは不明である。地床炉・山側周溝は認められなかった。
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遺物（図148）

土器は、床面直上近くから出土した3個体を実測し得た。器台B類受け部、高j不または器台脚部、

小型壷底部で、すべてII期に属するものである。

所属時期

隅角の形状と出土した土器片とから11期の遺構と判断した。遺物量が少なく、小時期区分はできな

い。



160第4章遺構と遺物

SBC35

遺構（図149、図版16）

C区のU29グリッドにあり、南に向かってくだるやや急な傾斜(傾斜度24.6%に立地する｡SBC29-

SBC33の近隣に所在するが、II．Ⅲ期の遺構と切り合い関係はない。斜面裾部を巡る近世溝によって

谷側の床面の1／2以上を破壊されており、残存状態は良好とはいえない。
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図149SBC35実測図
0 2m

隅角を角張らせた方形で、幅4.18m、残存する奥行き2.05m

を測る。住居の平面形は不明である。山側の壁面はやや強く立

ち上がり、最大の高さ30cmである。住居内の埋没は、壁際から

進行しており、自然埋没と考えられる。壁溝は認められない。

主柱穴は山側の2基を検出したが､柱痕跡は認められなかった。

地床炉は認められず、山側壁面の中央にやや突出した部分が認

められ、竜の痕跡である可能性がある。なお、山側周溝は認め

られなかった。

斑
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図150SBC35出土遺物

遺物（図150）

土器は、床面からやや浮くが4片に割れた須恵器瞳を1点のみ実測し得た。肩部に2条の沈線を巡

らせて、その間に櫛による列点文を施すもので、この文様帯に穿孔があるものと考えられるが、穿孔

部分は出土していない。

所属時期

隅角を角張らせた住居の平面形と、須恵器の存在とからⅢ－2期の遺構と判断した。
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SBC36

遺構（図151)

C区の022グリッドにあり、西に向かってくだる急な傾斜（傾斜度34.3%)に立地する。SBC40を

切り、SBC41が近接する。山側右隅部を残して耕地整理によって破壊されており、残存状態は極めて

悪い。

隅角を角張らせた方形で、残存する幅2.75m、残存する奥行き0.63mである。住居の平面形は不明

である。山側の壁面はややなだらかで、最大の高さ30cmである。壁溝は認められない。主柱穴．地床

炉または竜は不明である。なお、山側周溝は認められなかった。

73．5
73．50
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ここ 1

図151SBC36．40．41実測図
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1351

図152SBC36出土遺物

遺物（図152、図版63）

土器は、4個体を実測し得た。すべて床面直上から出土したもので、本住居に伴うものと考えられ

る。1349の須恵器坪身は、焼成があまく本来の色調を示さないが、手法は陶邑系である。1350はH類

の妻で、直線的に短く外傾させた口縁部をもつ。1351.1352は台付き妻底部で、髪I類のものと推定

される。

所属時期

11期の遺構であるSBC40を切ること、須恵器･髪I類の存在から、Ⅲ－2期の遺構と推定される。

c、
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SBC37

遺構（図153.154、図版16．17）

C区のL24グリッドにあり、西に向かってくだるやや急な傾斜（傾斜度26.5%に立地する。砂行

大溝に面した斜面裾部に近い位置である。SBC38の山側周溝を本住居の山側周溝が切る。谷側の床面

の一部が流失するが、残存状態は良好である。特に、本遺跡では最も良好な状態で竜が残存しており、

導入期における童の形態が知れる。

隅角を角張らせた方形で、幅4.65m、残存部の奥行き3.05mを測る。住居の平面形は不明である。

山側の壁面は崩落が認められるが立ち上がりは強く、最大深さ60cmである。住居内の埋没は、壁際か

ら徐々に進行しており、自然埋没と判断される。壁溝は、山側の壁面に接続する竜周辺を除き、検出

した床面のほぼすべてを巡る。
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①10YR2/2黒褐色士

（砂岩少喫、土器片を多く含む、しま

②10YR3/3暗褐色士

（土器片を多く含む、しまり有り）

③10YR3/4暗褐色士

（砂質、遺物なし）

なし）
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竜は山側壁面の中央からやや右に寄った位置にあり、被熱して硬化した袖の基底部と、断割りによっ

て確認した煙道部からなる。袖部は三日月状に焚き口を囲み、立柱石を中央に設置したものと考えら

れるが、立柱石は認められなかった。煙道部は、床面から約20cmの高さの山側壁面に水平方向に約80

cmの奥行きで穴があり、住居外の山側周溝底部からほぼ垂直に40cmの深さで掘られた穴と連結する。

袖部とその周辺には妻I類の破片と須恵器片が散布する。なお、竜の近辺に士坑(SK5)が認められ

るが、竜に付設された何らかの施設と考えられる。

主柱穴は浅く不明瞭な山側の2基を検出した。竜が右に偏るためか、山側右隅部の柱穴は左に比べ

てやや谷側にずれる位置にある。柱穴の他に、床面からは5基の土坑SKI～5が検出されたが、

それらの内SK2の底面からは、竜脇の床面から出土した須恵器坪身(1353)に接合する1/2の破片が

出士している。

山側周溝は、住居の山側掘り方から山側へ50～60cmの間隔をあけて．の字状に住居を囲む。溝幅は

50cm前後で深さは山側の掘り方で20cmである｡SBC38の山側周溝を切るが､溝内には11期､特にSBC38

と同一時期の土器片が流れ込んでいる。竜の煙道が山側周溝底部に接続することを考えると、竜導入

後の山側周溝はII期竪穴住居のそれと機能が異なる可能性もある。
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遺物（図155、図版63)

土器は11個体を実測し得たが、それらの内、山側周溝出土の1359と竜煉道埋土出土の1358は、混入

したもので本住居に属さない。隣接するSBC38又は斜面上部の遺構からの流れ込みと考えられる。な

お、1358の器台A類は、赤褐色の条痕文系器台に属する。その他の土器は、埋土の上層から出土した

ものもあるが、本住居に伴うものと考えたい。

須恵器は2点の坪身が出土し、1353は、竜付近とSK2とに分かれて出土したもので、ほぼ完形に復

元できる。2点とも猿投窯系の製品である。1355～1357の土師器高坪は、坪部を碗形にして11縁端部

を外反させたいわゆる「宇田高坪」で、脚部は裾部でわずかに屈折し端部を内傾させる。髪は字Ill型

髪（髪I類）の口縁部から体部にかけての破片で、比較的大破片が多い。4個体が存在するが、台部

は認められなかった。

所属時期

II期の遺構であるSBC38を切ること、須恵器･饗I類の存在から、Ill-2期の遺構と推定される。

SBC38

遺構（図157、図版18)

C区のK24グリッドにあり、両に向かってくだるやや急な傾斜(傾斜度26.4%)に立地する。SBC37

と並んで、砂行大溝に面した斜面裾部に近い位置である。SBC37の山側周溝が本住居のIll側周溝を切

る。谷側の床面の一部が流失するが、残存状態は良好である。

隅角を丸くおさめた方形で、幅4.13m、残存部の奥行き2.60mを測る。住居の平面形は不明である。

Ill側の壁面は立ち上がりが強く、最大深さ47.5cmである。住居内の埋没は、壁際から徐々に進行して

おり、自然埋没と判断される。壁溝は、山側の壁面と隅角部分のみに認められる。主柱穴は山側左隅

部の浅い1基を検出したが、対称の位置には認められず、不明瞭である。地床炉は不明である。山側
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周溝は、住居の山側掘り方から1.0～1.1mの間隔をあけて．の字状に住居を囲む。溝幅は35cm前後で

深さは山側の掘り方で20cmである。

遺物（図158、図版63．64）

土器は7個体を実測し得た。埋士上層出土のものも含まれるが、ほぼ本住居に属するものと考えた

い。

1364の高坪は、碗形に内脅しつつ立ち上がり口縁端部を屈折させて外反するもので、本遺跡では類

例がない。1365の器台A類は、赤褐色器台で、条痕文系の受口状口縁鉢と組み合うものと考えられる

が、その種の鉢は伴出していない。しかし、1366の鉢A類は頚部に櫛列点文を施し、条痕文はないが

1365の器台と組み合う可能性が高い在地系の鉢と考えられる。妻は条痕文系の髪A2類(1367)があ

るが、外面最終調整はハケで終えており、条痕文は認められない。口縁部の器壁が薄く、妻A1類か

ら髪A2類への過渡期のものと推定される。壷は口縁部が内雪傾向にあるC2類と広口壷の底部が認

められる。

石器は、打製石斧1点、敵石類2点の合計3点が出土した。

所属時期

器台A類と妻A2類の初期のものの存在から、11－1期に属する遺構と推定される。
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SBC39

遺構（図159）

C区のN31グリッドにあり、南東に向かってくだる緩やかな尾根上の傾斜(傾斜度5.9%)に立地す

る。本遺跡では尾根上の立地は稀であり、近隣には住居跡は認められず、やや特殊な立地といえる。

谷側の床面の約1/2が流失し、砂岩の岩盤を掘り込んだ部分のみが残存し、壁面･床面は本来のもので

はない。
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